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1.7億円
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収入 支出
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230.0

収入 支出

219.1億円 217.4億円
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200.0

190.0

前年度繰越金など
5.0億円

※黒字額6.7億円には、翌年度繰越事業の財源0.2億円を含む。

平成25年度単年度で考えると…

平成25年度の決算状況

純
粋
な
平
成
25
年
度
の
収
入
は
219
・
１
億
円
と

な
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
の
単
年
度
で
考
え

る
と
、
１
・
7
億
円
の
黒
字
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
収
入
は
224
・
１
億
円
、
支
出

は
217
・
4
億
円
で
、
収
入
と
支
出
の
差
し
引
き

で
は
、
6
・
7
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
25
年
度
の
収
入
の
う
ち
、
5
・

0
億
円
は
前
年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
あ
る
た
め
、

■
一
般
会
計

　

一
般
会
計
と
は
、
税
金
な
ど
を
財
源
に
、
福
祉
や
教
育
な
ど
市

の
基
本
的
な
事
業
を
行
う
た
め
の
会
計
で
す
。

平
成
25
年
度
の
台
所
事
情

6
・
7
億
円
の
黒
字
を
確
保
（
単
年
度
で
は
1
・
7
億
円
の
黒
字
）

平
成
25
年
度
決
算

特
集登

別
市
の
台
所
事
情

　

市
は
、
5
月
31
日
を
も
っ
て
平
成
25
年
度
予
算
の
未
払
金
や
未
収

金
を
整
理
す
る
期
間
を
終
え
、
す
べ
て
の
支
払
い
や
収
入
を
終
え
ま

し
た
。

　

今
号
で
は
、
皆
さ
ん
の
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
な
ど
、

平
成
25
年
度
決
算
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
1
3
3
1
）

特集
登別市の台所事情
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支 出
217.4億円
前年度比
19.5億円
（9.8％）増

民生費
65.5億円
30.1％

総務費
33.4億円
15.4％

その他
30.4億円
13.9％

給与費
37.7億円
17.4％

公債費
30.5億円
14.0％ 土木費

19.9億円
9.2％

収 入
224.1億円
前年度比
21.2億円

（10.4％）増

市税
51.5億円
23.0％

その他
24.8億円
11.0％

市債
49.1億円
21.9％

国・道支出金
39.8億円
  17.8％

地方交付税
58.9億円
26.3％

平
成
25
年
度
の
支
出
額
は
、
昨
年
度
に
比
べ

19
・
5
億
円
増
の
217
・
4
億
円

平
成
25
年
度
の
収
入
額
は
、
昨
年
度
に
比
べ

21
・
2
億
円
増
の
224
・
１
億
円

すべての会計で黒字を確保

特集
登別市の台所事情

■特別会計 特別会計とは、一般会計とは別に、保険料や使用料を財源に、国民健康保険や介
護保険、下水道事業など、特定の事業を行うための会計です。

会　計 国民健康保険
特別会計

学校給食事業
特別会計

公共下水道事業
特別会計

簡易水道事業
特別会計

介護保険
特別会計

カルルス温泉
スキー場事業
特別会計

後期高齢者医療
特別会計

歳　入 66.6 3.5 24.8 0.3 31.1 1.1 6.6 
歳　出 65.6 3.5 24.3 0.3 30.4 1.1 6.6 
収　支  1.0 0.0  0.5 0.0  0.7 0.0 0.0 

■
支
出
の
状
況

■
収
入
の
状
況

● 総務費　市の全般的な管理などの経
費や、戸籍や統計業務などに使われ
たお金です
● 民生費　お年寄りや子どもなどの福
祉のために使われたお金です
● 土木費　道路や公共施設などの整備
や維持に使われたお金です
● 公債費　道路や公共施設などを整備
するために借り入れた借金を返済す
るためのお金です
● 給与費　職員に給料やボーナス、退
職手当などを支払うためのお金です

● 市税　市民の皆さんから納入してい
ただいた税金です

● 地方交付税　市町村の規模や税収に
応じて国から交付されたお金です
● 国・道支出金　特定の事業に使うた
め国や北海道から交付されたお金で
す

● 市債　道路や公共施設などを整備す
るため国や銀行から借り入れた借金
です

【 総務費】土地開発公社解散事業費の増な
どにより、昨年度に比べ25.9億円（341.8
㌫）の増
【 土木費】北海道からの受託事業の道道改
良事業の減などにより、昨年度に比べ
1.8億円（8.3㌫）の減

【 市税】たばこ税の増などにより、昨年度
と比べ0.3億円（0.5㌫）の増
【 国・道支出金】北海道からの道道改良事
業の委託金収入の減などにより、昨年度
に比べ1.6億円（3.8㌫）の減
【 市債】土地開発公社解散事業の増などに
より、昨年度に比べ25.9億円（112.1㌫）
の増

（単位：億円）
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下水道会計などの特別会計

平成25年度平成21年度平成22年度平成23年度平成24年度

500.0

442.4億円
423.3億円

452.4億円
443.5億円

429.8億円400.0

300.0

200.0

100.0

0.0

一般会計

平成24年度 平成25年度

14

12

10

8

6

4

2

0

12.4億円
11.1億円

備荒資金組合超過納付金
減債基金の一部
財政調整基金

基金等の取り崩しで補てん

196.5億円 201.9億円

財源不足額
5.4億円

収入 支出

210

205

200

195

190

170

175

180

185

基金の残高状況 借金残高の推移

平成26年度予算の状況

特集
登別市の台所事情

円
の
取
り
崩
し
を
取
り
止
め
た
こ
と
か
ら
、

合
計
で
12
・
4
億
円
と
な
り
、
昨
年
度
末
の

残
高
に
比
べ
て
１
・
3
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

9
億
円
）
に
上
り
、
市
の
支
出
の
中
で
大
き

な
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

大
き
く
減
ら
さ
れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ

る
な
ど
、
市
を
取
り
巻
く
環
境
は
い
っ

そ
う
厳
し
さ
を
増
す
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
が
必
要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
安
定

的
に
提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
の
効
率
性
を
常
に
検
証
し
改
善
し

て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
時
代
の
変

化
に
よ
り
不
要
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の

見
直
し
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
万
一
の
と
き
の
備
え
や
特
別
な
用

途
に
使
う
こ
と
を
目
的
に
、
17
の
基
金
な
ど

に
積
み
立
て
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
台
所
事
情
が
苦
し
い
と
き
な

ど
に
自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
基
金
な
ど

は
、
財
政
調
整
基
金
、
減
債
基
金
の
一
部
、

北
海
道
市
町
村
備
荒
資
金
組
合
超
過
納
付
金

の
3
種
類
で
、
市
が
も
し
も
の
と
き
に
使
う

こ
と
が
で
き
る
貯
金
に
当
た
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
末
の
こ
れ
ら
貯
金
の
残
高
は
、

当
初
取
り
崩
し
を
予
定
し
て
い
た
3
・
8
億

　

市
は
、
道
路
や
公
共
施
設
な
ど
、
将
来
に

わ
た
っ
て
利
用
さ
れ
る
大
規
模
な
施
設
を
整

備
す
る
と
き
に
は
、
国
や
銀
行
か
ら
長
期
間

で
返
済
す
る
資
金
を
借
り
入
れ
て
お
り
、
こ

れ
ら
は
市
の
借
金
に
当
た
り
ま
す
。

　

市
の
借
金
残
高
は
、
土
地
開
発
公
社
解
散

事
業
の
た
め
に
25
億
円
の
借
り
入
れ
を
行
っ

た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
末
に
比
べ
て
、

19
・
１
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
の
借
金
の
返
済
額

（
公
債
費
）
は
45
・
4
億
円
（
一
般
会
計
30
・

5
億
円
と
下
水
道
会
計
な
ど
の
特
別
会
計
14
・

　

平
成
26
年
度
の
予
算
（
一
般
会
計
）

で
は
、
201
・
9
億
円
の
支
出
に
対
し
て
、

196
・
5
億
円
の
収
入
し
か
見
込
め
ず
、

5
・
4
億
円
の
収
支
不
足
が
生
じ
ま
し

た
。

　

こ
の
収
支
不
足
に
つ
い
て
は
、
全
額

を
貯
金
の
取
り
崩
し
で
埋
め
る
予
定
を

し
て
お
り
、
今
後
、
財
政
が
好
転
せ
ず
、

収
支
不
足
が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、

平
成
26
年
度
末
の
貯
金
の
残
高
は
7
・

0
億
円
ま
で
減
少
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
平
成
26
年
度
の
財
政
運

営
に
当
た
っ
て
は
、
少
し
で
も
収
支
不

足
額
を
少
な
く
し
、
貯
金
を
下
ろ
さ
な

く
て
済
む
よ
う
、
適
切
に
収
入
を
確
保

す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
無
駄
な
支
出

が
な
い
か
チ
ェ
ッ
ク
を
重
ね
る
な
ど
の

努
力
を
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
に
よ

り
社
会
保
障
費
が
増
加
す
る
こ
と
や
、

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に

多
く
の
お
金
を
要
す
る
こ
と
な
ど
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
納
入
し

て
い
た
だ
く
税
金
は
、
人
口
減
少
の
影

響
か
ら
、
今
後
大
き
く
増
や
す
こ
と
は

難
し
い
状
況
で
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

地
方
交
付
税
も
、
国
の
財
政
状
況
か
ら

自
由
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
貯
金
は
昨
年
度
末
に
比
べ
１
・
3
億
円
増
加

市
の
借
金
の
残
高
は
昨
年
度
に
比
べ
増
加
、
返
済
額
は
減
少

平
成
26
年
度
予
算
で
は
5
・
4
億
円
の
財
源
不
足

市
に
は
貯
金
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
？

市
の
借
金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
？

こ
れ
か
ら
の
市
の
台
所
事
情
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平
成
25
年
度
決
算
で
は
、
健

全
化
判
断
比
率
は
全
て
の
比
率

に
お
い
て
、
早
期
健
全
化
基
準

を
下
回
り
ま
し
た
。

○
早
期
健
全
化
基
準
と
は

　

4
つ
の
健
全
化
判
断
比
率
が
、

１
つ
で
も
早
期
健
全
化
基
準
を

上
回
っ
た
団
体
は
、
財
政
健
全

化
計
画
を
策
定
し
、
自
主
的
に

財
政
の
健
全
化
に
取
り
組
む
こ

と
と
な
り
ま
す
。

○
財
政
再
生
基
準
と
は

　

将
来
負
担
比
率
を
除
く
3
つ

の
健
全
化
判
断
比
率
が
、
１
つ

で
も
財
政
再
生
基
準
を
上
回
っ

た
団
体
は
、
財
政
再
生
計
画
を

策
定
し
、
国
の
監
督
の
下
で
、

財
政
再
建
に
取
り
組
む
こ
と
と

な
り
ま
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　
　

『
比
率
な
し
』

　

実
質
赤
字
比
率
と
は
、
市
税

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
額

に
占
め
る
、
一
般
会
計
な
ど

（
登
別
市
の
場
合
、
一
般
会
計

に
学
校
給
食
事
業
特
別
会
計
を

加
え
た
も
の
）
の
赤
字
額
の
割

合
で
あ
り
、
一
般
会
計
な
ど
の

赤
字
額
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で

あ
る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年

度
に
お
い
て

は
、
一
般
会

計
、
学
校
給

食
事
業
特
別

会
計
で
と
も

に
赤
字
が
生

じ
て
い
な
い

た
め
、
比
率

は
『
な
し
』

と
な
り
ま
し

た
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
　

『
比
率
な
し
』

　

連
結
実
質
赤
字
比
率
と
は
、

市
税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収

入
額
に
占
め
る
、
全
て
の
会
計

の
赤
字
額
の
割
合
で
あ
り
、
市

の
赤
字
額
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模

で
あ
る
か
を
示
し

た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に

お
い
て
は
、
全
て

の
会
計
に
お
い
て

赤
字
が
生
じ
て
い

な
い
た
め
、
比
率

は
『
な
し
』
と
な

り
ま
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率

　
　

『
15
・
7
㌫
』

　

実
質
公
債
費
比
率
と
は
、
市

税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入

額
に
占
め
る
、

一
般
会
計
な
ど

の
公
債
費
や
公

営
企
業
の
市
債

償
還
の
た
め
に
、

一
般
会
計
が
負

担
し
た
額
な
ど

の
合
計
額
の
割

合
で
あ
り
、
市

の
実
質
的
な
公

債
費
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で
あ

る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、

ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
な

ど
に
伴
う
公
債
費
が
減
額
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
単
年
度
の

比
率
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
3

カ
年
平
均
比
率
は
前
年
度
か
ら

0
・
3
㌫
上
昇
し
、
15
・
7
㌫

と
な
り
ま
し
た
。

④
将
来
負
担
比
率

　
　

『
89
・
0
㌫
』

　

将
来
負
担
比
率
と
は
、
市
税

や
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
額

に
占
め
る
、
市
債
残
高
や
退
職

手
当
引
当
金
、
土
地
開
発
公
社

の
債
務
額
な
ど
、
市
が
将
来
的

に
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

額
の
割
合
で
あ
り
、
市
の
将
来

負
担
額
が
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
で

あ
る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、

公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
へ
の
公

債
費
分
繰
出
金
が

増
額
と
な
っ
た
こ

と
な
ど
か
ら
、
比

率
は
前
年
度
か
ら

１
・
3
㌫
上
昇
し
、

89
・
0
㌫
と
な
り

ま
し
た
。

　

資
金
不
足
比
率
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
公
営
企
業
の
事
業
規
模

に
占
め
る
、
資
金
不
足
額
の
割

合
で
す
。

　

平
成
25
年
度
に
お
い
て
は
、

資
金
不
足
を
生
じ
た
公
営
企
業

が
な
か
っ
た
た
め
、
全
て
の
公

営
企
業
で
比
率
は
『
な
し
』
と

な
り
、
経
営
健
全
化
基
準
を
下

回
り
ま
し
た
。

○
経
営
健
全
化
基
準
と
は

　

資
金
不
足
比
率
が
、
経
営
健

全
化
基
準
を
上
回
っ
た
公
営
企

業
は
、
経
営
健
全
化
計
画
を
策

定
し
、
経
営
改
善
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
ま
す
。

健
全
化
判
断
比
率

資
金
不
足
比
率

平
成
25
年
度
健
全
化
判
断
比
率
と

資
金
不
足
比
率
を
公
表
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

財
政
グ
ル
ー
プ
（
☎
85
１
３
３
１
）

平成25年度健全化判断比率と
資金不足比率を公表します

0％
健全段階 早期健全化段階 再生段階

18.11％ 30.00％

0％
健全段階 早期健全化段階 再生段階

13.11％ 20.00％

0％
健全段階 早期健全化段階 再生段階

25.00％ 35.00％

0％
健全段階 早期健全化段階

350.00％

いずれの公営企業とも比率なし

水 道 事 業 会 計

公共下水道事業特別会計

簡易水道事業特別会計

カルルス温泉スキー場事業特別会計

0％
健全段階 経営健全化段階

20.00％

5 平成25年度健全化判断比率と資金不足比率を公表します



◎
資
本
的
収
支

　

資
本
的
収
支
と
は
、
浄
水
施
設
や
配
水

池
、
配
水
管
の
整
備
な
ど
に
使
用
す
る
た

め
の
収
支
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

収
入
合
計
は
、
予
算
の
１
億
１
千
190
万

円
に
対
し
、
決
算
は
１
億
778
万
円
で
412
万

円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
出
合
計
は
、
予
算
の
5
億
708

万
円
に
対
し
、
決
算
は
4
億
9
千
10
万
円

で
１
千
698
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
収
支
決
算
は
、
3
億
8
千

232
万
円
の
不
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
不
足
額
に
つ
い
て
は
、
収
益
的
支

出
の
う
ち
現
金
の
支
出
を
必
要
と
し
な
い

費
用
の
減
価
償
却
費
な
ど
、
内
部
留
保
し

て
い
る
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
て

ん
し
ま
し
た
。

◎
収
益
的
収
支

　

収
益
的
収
支
と
は
、
水
を
つ
く
り
家
庭

な
ど
に
お
届
け
す
る
た
め
の
費
用
な
ど
の

収
支
を
表
し
た
も
の
で
す
。

　

収
入
合
計
は
、
予
算
の
9
億
１
千
784
万

円
に
対
し
、
決
算
は
9
億
１
千
192
万
円
で

592
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
出
合
計
は
、
予
算
の
8
億
3

千
175
万
円
に
対
し
、
決
算
は
7
億
9
千
77

万
円
で
4
千
98
万
円
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
収
支
決
算
は
、
１
億
2
千

115
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
黒
字
額
に
つ
い
て
は
、
国
な
ど
か

ら
の
借
入
金
の
今
後
の
元
金
償
還
に
備
え

る
た
め
減
債
積
立
金
に
6
千
115
万
円
、
配

水
管
の
更
新
な
ど
の
施
設
整
備
に
備
え
る

た
め
建
設
改
良
積
立
金
に
6
千
万
円
を
積

み
立
て
る
予
定
で
す
。

業
運
営
を
図
り
、
企
業
の
経
済
性
を
発
揮

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
も
ち
ろ
ん
、
将
来
に
持
続
可
能

な
水
道
と
す
る
た
め
に
は
、
事
業
運
営
基

盤
の
強
化
を
図
り
、
安
全
・
安
心
な
給
水

体
制
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基

づ
き
、
地
方
自
治
体
が
経
営
す
る
企
業
と

し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
企
業
の
経
営
成
績
、
財
政
状

態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
会
計
制
度
は

企
業
会
計
方
式
を
採
っ
て
い
る
ほ
か
、
事

業
に
必
要
な
経
費
は
、
経
営
に
伴
う
収
入

（
水
道
料
金
収
入
）
を
も
っ
て
充
て
る
と

い
う
独
立
採
算
制
を
原
則
に
経
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
事
業
の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
本
来
の
目
的
で
あ
る
公
共
の
福
祉
を

増
進
す
る
と
と
も
に
、
常
に
効
率
的
な
事

平
成
平
成
2525
年
度
年
度

水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況

水
道
事
業
会
計
の
決
算
状
況

　

わ
た
し
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い
て
、
水

は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
水
道
は
生
活

を
支
え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
一
つ
で
す
。

　

市
は
、
安
全
で
良
質
な
水
道
水
を
安
定
的

に
供
給
す
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
い

た
だ
く
水
道
料
金
を
主
な
財
源
と
し
て
、
水

道
施
設
の
整
備
や
維
持
管
理
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

水
道
事
業
会
計
の
概
要

収
入
と
支
出
の
概
要

給水の状況
給水人口 49,823人

給水戸数 22,208戸

年間給水量 4,071,870㎥
（１日１人当たり平均224㍑）

平均配水量
（１日当たり） 13,112㎥

収益的収支
項　　　目 金　　額

　収益的収入 9億1,192万円
営業収益 9億1,055万円
（うち給水収益） 8億6,583万円
営業外収益 85万円
特別利益 52万円

　収益的支出 7億9,077万円
営業費用 6億8,112万円
営業外費用 1億  132万円
特別損失 833万円

　純　利　益 1億2,115万円

資本的収支
項　　　目 金　　額

　資本的収入 1億  778万円
企業債 8,760万円
負担金 2,018万円

　資本的支出 4億9,010万円
建設改良費 2億2,947万円
企業債償還金 2億6,063万円

　不　足　額 3億8,232万円

水道事業会計の決算状況
平成25年度

▲市の水源の１つである来馬川

6 平成25年度　水道事業会計の決算状況



　

平
成
25
年
度
に
実
施
し
た
主
な
工
事
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

安
定
し
た
水
の
供
給
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
常
に
浄
水
場
や
配
水
管
な
ど
の
水

道
施
設
を
整
備
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
施

設
更
新
時
期
を
迎
え
る
水
道
施
設
を
計
画

的
に
更
新
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
整
備
に
は
、
多
く
の
資
金
が
必
要

に
な
り
、
手
持
ち
の
資
金
だ
け
で
は
賄
う

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
国
な
ど

か
ら
資
金
を
借
り
入
れ
し
、
水
道
料
金
の

一
部
を
返
済
に
充
て
て
い
ま
す
。
水
道
事

業
で
は
、
こ
の
借
入
金
を
『
企
業
債
』
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
借
入
金
は
、
財
政
的
負
担

の
軽
減
や
、
将
来
利
用
す
る
市
民
に
も
公

平
に
負
担
し
て
も
ら
う
と
い
う
目
的
も
含

め
、
長
期
の
計
画
で
返
済
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
末
現
在
で
企
業
債
の
残
高

は
、
貸
借
対
照
表
の
と
お
り
45
億
１
千
159

万
円
で
、
平
成
16
年
度
以
降
減
少
を
続
け

て
い
ま
す
。
企
業
債
を
給
水
人
口
１
人
当

た
り
に
換
算
す
る
と
9
万
552
円
に
な
り
ま

す
。

す
。
次
の
表
は
、
平
成
26
年
3
月
31
日
現

在
の
水
道
事
業
の
貸
借
対
照
表
で
す
。

　

貸
借
対
照
表
は
、
企
業
の
財
政
状
態
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
保
有
す
る
全
て
の

資
産
、
負
債
、
資
本
を
表
示
し
た
も
の
で

借
入
金
の
状
況

水
道
施
設
整
備
の
状
況

財
産
の
状
況

貸借対照表
区　　　　　　　分 金　　額 区　　　　　　分 金　　額

　固定資産 79億  411万円 　流動負債 8,938万円

有形固定資産
（ 建物、配水管、水道
メーターなど）

79億  411万円

未払金
（未払いの債務） 3,305万円

前受金
（概算払いの水道料金） 7万円

その他
（ 下水道料金預り金な
ど）

5,626万円

　流動資産 7億2,200万円 　資本金 62億9,343万円

預金現金 6億2,443万円
自己資本金
（ 建設改良積立金の取
り崩し額など）

17億8,184万円

未収金
（未納水道料金） 9,656万円 借入資本金（企業債） 45億1,159万円

貯蔵品
（棚卸し資産） 98万円 　剰余金 22億4,330万円

その他流動資産 3万円

資本剰余金
（工事負担金など） 16億5,730万円

利益剰余金
（減債積立金など） 5億8,600万円

資産合計 86億2,611万円 負債・資本合計 86億2,611万円

区分 工事内容 事業費

送配水管
新設工事

幹線となる配水管などを敷設し、水道水
の安定供給を図るための工事を行いまし
た。

6‚636万円

送配水管
改良工事

赤水発生の解消や地震などの災害に強い
水道施設の整備を図るため、老朽化した
配水管の改良（更新）工事を行いました。

2‚624万円

送配水管
移設工事

道道の工事などに伴い、配水管の移設工
事を行いました。 2‚683万円

水道メーター
取替工事

計量法で定められている水道メーターの
取り替え（ 8年ごと）の工事を行いまし
た。

1‚571万円

水道事業の決算状況に
関するお問い合わせは

水道グループ
☎85５５０１
思85５８０５

Eメール　gyoumu＠
city.noboribetsu.lg.jp

水道事業会計の決算状況
平成25年度
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◇平均給与・初任給など

年齢と給料・給与の平均 （ 4 月 1 日現在）
区　分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 40歳 7 カ月 297,707円 347,575円
技能労務職 48歳 5 カ月 314,443円 356,423円

※ 『平均給料月額』は、職種ごとの基本給の月額平均。『平均給与月額』は
給料と扶養手当、時間外勤務手当などの諸手当を合計した月額平均。

初任給 （ 4 月 1日現在）
区　分 登別市 国
大学卒 172,200円 172,200円
高校卒 140,100円 140,100円

経験年数別・学歴別平均給料月額 （ 4 月 1日現在）

区　分 10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

大学卒 265,000円 310,244円 360,856円

高校卒 231,533円 273,800円 320,500円

一般行政職の級別職員数 （ 4 月 1 日現在）
区　分 １級 2級 3級 4級 5級 6級 7級
標準的な
職務内容 担当員 担当員 主任 主査・

主任　 主幹 次長・
主幹　

部長・
次長　

職員数 35人 24人 64人 68人 43人 10人 8 人
構成比 13.9% 9.5% 25.4% 27.0% 17.1% 4.0% 3.2%

退職手当 （ 4 月 1日現在）

区　分 登別市 国自己都合退職 勧奨・定年退職
勤続20年 21.62月分 27.03月分

同じ勤続25年 30.82月分 36.57月分
勤続35年 43.70月分 52.44月分
最高限度額 52.44月分 52.44月分

◇職員の手当

期末手当・勤勉手当 （ 4 月 1 日現在）
区　分 登　　別　　市 国

6 月期
期末

1.225月分
（1.025月分） 勤勉

0.675月分
（0.875月分）

同じ12月期 1.375月分
（1.175月分）

0.675月分
（0.875月分）

計 3.95月分
※期末・勤勉手当は、民間企業のボーナスにあたります。
※ （　）は職務の級が 7級の職員（特定管理職員）に適用され
ます。

※職務の級などによる加算措置があります。

市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

問
い
合
わ
せ　

人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
１
１
３
２
）

　

市
職
員
に
は
、
『
登
別
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
』
に
基
づ
き
、
給
与
と
し
て
、
そ
の
職

務
と
責
任
に
応
じ
て
支
給
さ
れ
る
給
料
と
扶
養
・
通
勤
手
当
な
ど
の
諸
手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
給
与
の
改
定
は
、
国
の
人
事
院
勧
告
に
準
じ
て
行
っ
て
い
ま
す
（
国
の
場
合
は
、
毎
年

度
、
人
事
院
が
国
家
公
務
員
の
給
与
を
民
間
の
給
与
水
準
と
均
衡
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
勧

告
に
基
づ
き
、
改
定
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
）
。

　

今
号
で
は
、
皆
さ
ん
に
よ
り
一
層
ご
理
解
を
い
た
だ
く
た
め
、
市
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ラスパイレス指数 （各年 4月 1日現在）

※ ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公
務員の給与水準を示す指数です。

※ 平成25年参考値は、国家公務員の時限的な（ 2年間）給与改定特例法によ
る措置がないとした場合の値です。

嘱託員・臨時職員人件費の状況 （平成25年度全会計決算）
給料・手当 社会保険など 計

千円 千円 千円
604,689 82,543 687,232

◇総括

職員人件費 （平成25年度全会計決算）

職員数
人　件　費 1人当たり

人件費給料 期末・　
勤勉手当

左記以外
の手当　 共済費等 計

人 千円 千円 千円 千円 千円 千円
444 1,589,413 572,858 829,179 518,267 3,509,717 6,830

※ 『人件費』は、市長・副市長・教育長を含み、嘱託員や臨時職員、議員、
各種委員は含みません。

※ 『一人当たり人件費』は、退職手当や市長・副市長・教育長の給与は含み
ません。

全国市平均

98.3 98.5

88

93

98

103

108 106.6

98.5
97.5

105.5

90.7

95.5

103.4

類似団体平均 登別市

平成20年 平成25年 平成25年参考値
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特別職などの報酬など （ 4 月 1 日現在）
区　　分 月　　額 期末手当の支給割合

給料
市　長 870,000円
副市長 700,000円 6 月期 1.900月分
教育長 600,000円 12月期 2.050月分

報酬
議　長 400,000円 　計 3.950月分
副議長 350,000円 （一般職と同様に加

算措置があります）議　員 320,000円

◇勤務時間やその他の勤務条件
○ 勤務時間　月曜日から金曜日までの 9時から17
時30分まで（勤務時間が変則の勤務者は、 1日
につき 7時間45分となるように割り振る）
○休憩時間　12時15分から13時まで
○ 休日など　土・日曜日、祝日法による休日、年
末年始の休日（12月31日から翌年の 1月 5日ま
で）
○ 休暇の種類　年次有給休暇、病気休暇、特別休
暇、介護休暇（給与削減あり）

◇職員の服務の状況
　職員は、地方公務員法で全体の奉仕者として公
共の利益のために勤務し、職務に専念すること
（服務の根本基準）が義務付けられており、この
ほかに『法令等及び上司の職務上の命令に従う義
務』をはじめとする義務、禁止および制限事項が
定められています。
　この服務規程に違反した場合は、懲戒処分の対
象となるほか、状況によっては刑罰の対象になる
場合があります。

◇平成25年度の職員の分限処分状況
分限処分
分限処分
の内容 事　由 該当職員数 処分の根拠法など

休職 心身の故障のため 9人 地方公務員法
（その他の処分）
処分の種類 処分事案数 人数 処分の根拠法など
戒告 2件 2人 職員の懲戒処分並びに訓告及び

厳重注意の措置に関する基準　厳重注意 3件 6人

◇平成25年度の職員の研修状況

職員の研修状況
基本研修 特別研修 自己啓発 計

受講者数 229人 438人 88人 755人

◇職員数

部門別職員数 （ 4 月 1 日現在）

区　　　分 職員数（人） 対前年増減数
　　　（人）平成25年 平成26年

一
般
行
政
部
門

議 会 5 5
総 務 企 画 80 75 △　5
税 務 23 23
民 生 84 83 △　1
衛 生 24 26 2
労 働 2 2
農 林 水 産 8 7 △　1
商 工 14 14
土 木 34 35 1
小　計 274 270 △　4

特
別
行
政

部　
　

門

教 育 33 34 1
消 防 83 83
小　計 116 117 1

普通会計合計 390 387 △　3
公
営
企
業
等

会
計
部
門

水 道 15 15
下 水 道 13 13
そ の 他 26 23 △　3
小　計 54 51 △　3

総　 合 　計 444 438 △　6
※市長、副市長、教育長を除く。

◇職員の福祉および利益の保護の状況
○平成25年度の職員の福祉の状況
健康診断受診状況
健康診断の種類 対象者数 受診者数
総合健康診査 296人 291人
定期健康診断 162人 159人

公務災害補償制度の適用状況
適用件数 2 件

○利益の保護の状況について
　職員は、給与、勤務時間、その他の勤務条件に関し、
公平委員会に対して市当局により適当な措置が執られ
るべきことを要求することができます。
　また、懲戒などの処分を受けたときは、公平委員会
に対して不服申し立てができます。
　平成25年度においては、職員からこのような措置要
求や不服申し立ては、ありませんでした。

職員の任免 （各年 4月 1日現在）

区　分 平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

年度中の
新規採用者 27人 22人 23人 23人 11人

年度中の
退職者 25人 24人 27人 19人

その他の手当 （ 4 月 1 日現在）
手当名 内容と単価

扶養手当

配偶者 13,000円
配偶者以外の扶養親族 6,500円
配偶者がいない職員の扶養親族 1人目 11,000円
満16歳の年度始めから満22歳の年度
末までの子１人当たりの加算額 5,000円

住居手当
借家　　　　　　　限度額 27,000円
持家　　　　　　　 5年目まで 6,000円
　　　　　　　　　 6年目以降 5,000円

通勤手当 バス等利用者　　　限度額 55,000円
自家用車等利用者　限度額 24,500円

管 理 職
手　　当

部長職 57,386円
次長職 46,128円
主幹職 36,940円

特殊勤務
手　　当

徴収・消防・ごみ取扱業務など15種類
従事する勤務の特殊性に応じて支給

※ このほか、地域手当、宿日直手当、夜勤手当、単身赴任手当、
寒冷地手当、休日給、災害派遣手当があります。

超過勤務手当 
区　　分 平成24年度決算 平成25年度決算
支給実績 115,278千円 99,256千円

平均支給年額 318千円 275千円

9 市職員の給与などの状況



市の水道水は安全です　～水道水質検査結果～
平成26年 8 月 8 日に水道水質検査を行いました。
検査の結果、全ての検査項目で水質基準に適合していることを確認しました。

問い合わせ　水道グループ（☎85５５１０）

項　　　　目 単　位 水質基準値 幌別浄水場 登別温泉浄水場 千歳浄水場 区分

水　
　
　
　

質　
　
　

基　
　
　

準　

※
１

健　

康　

に　

関　

連　

す　

る　

項　

目　

※
2

1 一 般 細 菌 個/ml 100以下 0 0 0 病原生物によ
る汚染の指標2 大 腸 菌 － 検出されないこと 不検出 不検出 不検出

3 カドミウム及びその化合物 mg/l 0.003以下 0.0003未満 0.0003未満 0.0003未満

無機物・
重 金 属

4 水 銀 及 び そ の 化 合 物 mg/l 0.0005以下 0.00005未満 0.00005未満 0.00005未満
5 セ レ ン 及 び そ の 化 合 物 mg/l 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
6 鉛 及 び そ の 化 合 物 mg/l 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
7 ヒ 素 及 び そ の 化 合 物 mg/l 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
8 六 価 ク ロ ム 化 合 物 mg/l 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
9 亜 硝 酸 態 窒 素 mg/l 0.04以下 0.004未満 0.004未満 0.004未満
10 シアン化物イオン及び塩化シアン mg/l 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
11 硝酸態窒素及び亜硝酸態窒素 mg/l 10以下 0.30 0.1 0.20 
12 フ ッ 素 及 び そ の 化 合 物 mg/l 0.8以下 0.05未満 0.05未満 0.05
13 ホ ウ 素 及 び そ の 化 合 物 mg/l 1以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満
14 四 塩 化 炭 素 mg/l 0.002以下 0.0002未満 0.0002未満 0.0002未満

一 般
有 機 物

15 １、 4 ‒ ジ オ キ サ ン mg/l 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
16 シス‒1,2‒ジクロロエチレン及びトランス‒1‒2‒ジクロロエチレン mg/l 0.04以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
17 ジ ク ロ ロ メ タ ン mg/l 0.02以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
18 テ ト ラ ク ロ ロ エ チ レ ン mg/l 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
19 ト リ ク ロ ロ エ チ レ ン mg/l 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
20 ベ ン ゼ ン mg/l 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
21 塩 素 酸 mg/l 0.6以下 0.04未満 0.04未満 0.04未満

消 毒
副生成物

22 ク ロ ロ 酢 酸 mg/l 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満
23 ク ロ ロ ホ ル ム mg/l 0.06以下 0.013 0.004 0.002
24 ジ ク ロ ロ 酢 酸 mg/l 0.04以下 0.011 0.006 0.004未満
25 ジ ブ ロ モ ク ロ ロ メ タ ン mg/l 0.1以下 0.002 0.002 0.004
26 臭 素 酸 mg/l 0.01以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満
27 総 ト リ ハ ロ メ タ ン mg/l 0.1以下 0.024 0.01 0.011
28 ト リ ク ロ ロ 酢 酸 mg/l 0.2以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満
29 ブ ロ モ ジ ク ロ ロ メ タ ン mg/l 0.03以下 0.009 0.004 0.004
30 ブ ロ モ ホ ル ム mg/l 0.09以下 0.001未満 0.001未満 0.001
31 ホ ル ム ア ル デ ヒ ド mg/l 0.08以下 0.008未満 0.008未満 0.008未満

水
道
水
が
有
す
べ
き
性
状
に
関
連
す
る
項
目　

※
3

32 亜 鉛 及 び そ の 化 合 物 mg/l 1.0 以下 0.001未満 0.001未満 0.001未満

着 色33 アルミニウム及びその化合物 mg/l 0.2以下 0.03 0.02未満 0.02未満
34 鉄 及 び そ の 化 合 物 mg/l 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.06
35 銅 及 び そ の 化 合 物 mg/l 1.0 以下 0.01未満 0.01未満 0.01未満
36 ナトリウム及びその化合物 mg/l 200以下 9.9 10.0 9.1 味
37 マ ン ガ ン 及 び そ の 化 合 物 mg/l 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満 着 色
38 塩 化 物 イ オ ン mg/l 200以下 7.8 5.4 9.6 

味39 カルシウム、マグネシウム等（硬度） mg/l 300以下 25.0 26.0 75.0
40 蒸 発 残 留 物 mg/l 500以下 56 59 120
41 陰 イ オ ン 界 面 活 性 剤 mg/l 0.2以下 0.02未満 0.02未満 0.02未満 発 泡
42 ジ ェ オ ス ミ ン mg/l 0.00001以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満 か び 臭43 2 ‒メチルイソボルネオール mg/l 0.00001以下 0.000001未満 0.000001未満 0.000001未満
44 非 イ オ ン 界 面 活 性 剤 mg/l 0.02以下 0.002未満 0.002未満 0.002未満 発 泡
45 フ ェ ノ ー ル 類 mg/l 0.005以下 0.0005未満 0.0005未満 0.0005未満 臭 気
46 有機物（全有機炭素（ＴＯＣ）の量）mg/l 3以下 0.5 0.3未満 0.4 味
47 ｐ Ｈ 値 － 5.8以上8.6以下 7.6 7.5 7.8

基 礎 的
性 状

48 味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
49 臭 気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
50 色 度 度 5以下 0.5未満 0.5未満 0.5未満
51 濁 度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

※１ 『水質基準』：水道水の品質を管理するための基準で、『健康に関連する項目』31項目、『水道水
が有すべき性状に関連する項目』20項目の合計51項目が定められています。

※ 2  『健康に関連する項目』：生涯にわたり飲み続けても人の健康に影響が生じない値を基に、安全性
を十分に考慮して基準値が設定されています。

※ 3  『水道水が有すべき性状に関連する項目』：日常生活に使用するときに不都合が生じない値を基に、
安全性を十分に考慮して基準値が設定されています。

10 市の水道水は安全です　～水道水質検査結果～



0 20 40

介護が必要になった主な原因の割合

脳卒中

糖尿病

心臓病

関節の病気

骨折・転倒

高齢による衰弱

13.1%

13.5%

13.8%

14.7%

15.4%

24.3%

無回答　3.5%

健康でない
15.1%

あまり
健康でない
24.9%

とても健康
6.9%

まあまあ
健康
49.5%

健康観

家族などと同居
69.9％

家族構成
無回答　2.6%その他

（施設入居など）
2.3%

ひとり暮らし
25.2%

無回答　3.4%

厚生年金
（企業年金有）
16.4%

共済年金　5.0%

無年金　2.6%

その他
24.8%

厚生年金
（企業年金無）
23.4%

国民年金
24.3%

収入源
無回答　6.3%
ゆとりがある
1.7%

ややゆとり
がある
25.6%

苦しい
22.0%

やや苦しい
44.4%

暮らしの状況

　

こ
の
調
査
は
、
高
齢
者
の
生
活
状

況
や
健
康
状
況
な
ど
を
把
握
し
、
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
が

送
れ
る
よ
う
、
高
齢
者
の
生
活
実
態

に
合
っ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
、
各
種
保
健
福
祉
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
提
供
す
る
た
め
に
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
た

課
題
や
各
サ
ー
ビ
ス
の
ニ
ー
ズ
は
、

平
成
27
年
度
か
ら
の
第
6
期
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
と
き
の
参

考
に
し
ま
す
。

　

7
割
近
い
方
が
家
族
と
同
居
し
て

お
り
、
そ
の
う
ち
約
8
割
の
方
が
配

偶
者
と
同
居
し
て
い
ま
し
た
。
独
居

の
方
は
女
性
に
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

生
計
の
収
入
源
は
公
的
年
金
収
入

の
方
が
多
く
、
暮
ら
し
の
状
況
は

『
苦
し
い
』
、
『
や
や
苦
し
い
』
と

回
答
し
た
人
が
6
割
で
し
た
。
ま
た
、

約
4
分
の
１
の
方
が
『
や
や
ゆ
と
り

が
あ
る
』
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
り
、
特
に
75
歳
を
超
え

る
と
、
生
活
機
能
・
身
体
機
能
・
認

知
機
能
の
低
下
に
よ
り
介
護
・
介
助

の
必
要
な
方
が
多
く
な
り
ま
す
。
介

護
・
介
助
の
担
い
手
は
配
偶
者
で
あ

る
こ
と
が
多
く
、
高
齢
者
同
士
の
支

え
合
い
と
な
る
た
め
、
今
後
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
需
要
が
高
ま
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
主
な
原
因

は
『
高
齢
に
よ
る
衰
弱
』
、
『
骨
折
・

転
倒
』
な
ど
が
上
位
を
占
め
て
い
ま

す
。
生
活
習
慣
を
改
善
し
介
護
予
防

に
努
め
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
の
原
因

を
回
避
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
こ

と
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

調
査
対
象
：
平
成
26
年
3
月
１
日

現
在
、
65
歳
以
上
の
方
で
、
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
一
般
の

高
齢
者
と
、
要
支
援
認
定
者
（
施

設
な
ど
へ
の
入
居
者
は
除
く
）

▼ 

調
査
方
法
：
郵
送
に
よ
る
配
布
と

回
収
（
未
返
送
者
へ
は
訪
問
回
収
）

▼ 

調
査
期
間
：
平
成
26
年
4
月
１
日

〜
25
日

▼ 

回
収
結
果
：
１
千
666
件
（
配
布
数

１
千
960
件
）

▼
回
収
率
：
85
・
0
㌫

　

調
査
結
果
の
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
市

役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
や
各
支
所

に
調
査
報
告
書
を
設
置
し
ま
す
。
自

由
に
閲
覧
で
き
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

『
と
て
も
健
康
』
、
『
ま
あ
ま
あ

健
康
』
と
答
え
た
方
が
合
わ
せ
て
6

割
弱
で
し
た
。

◎
家
族
構
成
に
つ
い
て

◎
生
活
状
況
に
つ
い
て

◎
健
康
に
つ
い
て

日
常
生
活
圏
域
ニ
ー
ズ
調
査

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
５
７
２
０
）

調
査
概
要

◎
健
康
観
に
つ
い
て

日常生活圏域ニーズ調査

結果概要のお知らせ

11 日常生活圏域ニーズ調査結果概要のお知らせ



　

糖
尿
病
で
数
年
前
か
ら
通
院
し
て
い
た
Ａ
さ
ん

（
60
代
男
性
）
は
、
食
事
指
導
を
受
け
て
も
糖
尿
病

が
改
善
せ
ず
、
医
師
か
ら
運
動
を
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
「
半
年
間
、
週
に
3
回
運
動
で
き
る
施
設

に
通
お
う
」
と
決
意
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
に
も
運
動
に
取
り
組
ん
だ
方
か
ら
は
、

「
周
囲
の
人
に
お
腹
が
へ
こ
ん
だ
と
言
わ
れ
た
」

「
太
っ
て
着
ら
れ
な
く
な
っ
た
ス
ー
ツ
が
再
び
着
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
な
ど
喜
び
の
声
が
聞
か
れ
て

い
ま
す
。

　

市
は
、
糖
尿
病
治
療
中
の
方
、
特
定
保
健
指
導
の

対
象
と
な
っ
た
方
へ
、
市
民
プ
ー
ル
『
ら
く
あ
』
の

6
カ
月
利
用
券
、
ま
た
は
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
で
の

水
中
運
動
療
法
の
22
回
分
の
利
用
料
の
助
成
を
行
っ

て
い
ま
す
。

助
成
の
対
象
と
な
る
方

１
． 

糖
尿
病
を
治
療
中
で
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す

る
方

① 

体
重
と
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
（
Ｂ
Ｍ
Ｉ

（
体
格
指
数
）
が
25
以
上
で
、
Ｈ

ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
ｂ
Ａ
１
ｃ
が
お

お
む
ね
7
・
4
㌫
以
上
）

Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
計
算
方
法

　

＝
体
重
（
㌔
㌘
） 

÷
身
長
（
㍍
）
÷
身
長
（
㍍
）

② 

20
歳
以
上
で
、
お
お
む
ね
6
カ
月
の
助
成
期
間
中

に
国
民
健
康
保
険
に
継
続
加
入
し
て
い
る

③
過
去
に
利
用
料
の
助
成
を
受
け
た
こ
と
が
な
い

２
．
特
定
保
健
指
導
の
対
象
と
な
っ
た
方

　

特
定
健
診
を
受
診
し
た
結
果
、
特
定
保
健
指
導
に

該
当
し
た
方
に
は
個
別
に
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。

※ 

利
用
料
の
助
成
を
受
け
る
に
は
、
事
前
の
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

※ 

申
請
時
に
は
面
接
を
行
い
、
主
治
医
か
ら
連
絡
票

の
提
供
を
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
終
了
時
に
状

況
確
認
を
行
い
ま
す
。

●

特
定
健
診
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
は

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
の

方
は
、
特
定
健
診
を
毎
年
１
回
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
、
特
定
健
診
の
受
診
券
を

郵
送
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
度
は
、
2
千
848
人

（
受
診
率
29
・
4
㌫
）
の
方
が
特
定
健
診
を
受
診

し
ま
し
た
。

●

特
定
健
診
を
受
け
る
メ
リ
ッ
ト

　

特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と
で
、
生
活
習
慣
病

へ
の
罹り

患か
ん

や
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
縮
減
に
も
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
受
診
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。
市
は
、
平
成
29
年
度
に
は
、
受
診
者
数

を
4
千
人
（
受
診
率
45
㌫
）
以
上
と
す
る
目
標
を

掲
げ
て
い
ま
す
。

●

特
定
健
診
を
受
診
し
な
い
方
は

　

病
院
の
定
期
検
査
な
ど
で
血
液
検
査
・
尿
検
査

を
行
っ
て
い
る
方
や
、
職
場
な
ど
で
健
診
を
受
診

す
る
た
め
特
定
健
診
を
受
診
し
な
い
方
で
も
、
検

査
の
内
容
に
よ
っ
て
は
特
定
健
診
の
受
診
者
数
に

含
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

特
定
健
診
以
外
の
検
査
な
ど
を
受
け
た
方
は
、

検
査
結
果
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ

へ
情
報
を
提
供
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
特
定
健
診
を
毎
年
１
回
受
け
ま
し
ょ
う

●
市
民
プ
ー
ル
・
水
中
運
動
療
法
の

　

利
用
料
助
成
を
行
い
ま
す

運
動
の
ス
ス
メ

国民健康保険の被保険者の皆さんへ国民健康保険の被保険者の皆さんへ
問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85１７７１）

　運動は、ストレッチやウオーキングを 1 ～ 2 時
間しました。夏はパークゴルフにも行きました。
　糖尿病が良くなり先生に驚かれました。薬の量
も減って良かったです。
　運動はつらいときもありましたが、汗をかくの
が気持ちよく、半年以上経った今も続けています。

運動習慣の
なかったとき

運動習慣を
つけた半年後

体重 86㌔㌘ 80㌔㌘
HbA1c 8㌫台 6㌫台

12 国民健康保険の被保険者の皆さんへ



●入札日時・場所　
　10月17日㈮13時30分・市役所第 2会議室
● 申込方法　契約・管財グループ備え付けの用紙に必要事項を記入し、10月１日㈬から14日㈫までに
契約・管財グループに提出してください
※申し込みには印鑑が必要です。
※ 申し込み者がいないときは、売却価額を契約額として、入札日の翌日から申し込み順により契約し
ます。
※電話での申し込みはできません。

● 申込方法　契約・管財グループ備え付けの用紙に必要事項を記入し、契約・管財グループに提出し
てください
※申し込みには印鑑が必要です。

公募入札により売却する土地

申し込み順で売却している土地

市有地市有地をを売却します売却します 問い合わせ
契約・管財グループ（☎85１１８４）

詳しくは、市ホームページをご確認ください

所在地番 面積 最低売却価額 用途地域 容積率 施設建ぺい率
登別市登別東町
5丁目35番１外 2

2,584.56㎡
（781.83坪） 1,189万円 第１種中高層

住居専用地域
200％ 上下水道 60％

登別市幸町
5丁目13番 3

  264.00㎡
 （79.86坪）   100万円 指定なし

（旧既存宅地区域）
200％ 上下水道 60％

登別市若山町
１丁目12番 7 外１

  173.22㎡
 （52.40坪）   279万円 第１種住居地域 200％ 上下水道 60％

所在地番 面積 売却価額 用途地域 容積率 施設建ぺい率
登別市中登別町
219番 2

  301.70㎡
 （91.26坪）   180万円 第２種中高層

住居専用地域
200％ 上水道 60％

　平成24年に新たな在留管理制度が導入されたことに伴い、外国人登録証は特別永住者証明書ま
たは在留カードに切り替える必要があります。

切り替え期限
• 平成24年 7 月 9 日に16歳以上であった方
　…平成27年 7 月 8 日まで
• 平成24年 7 月 9 日に16歳未満であった方で、16
歳の誕生日が平成27年 7 月 8 日までの方
　…16歳の誕生日まで
• 平成24年 7 月 9 日に16歳未満であった方で、16
歳の誕生日が平成27年 7 月 9 日以降の方
　…平成27年 7 月 8 日まで
場所　札幌入国管理局、同出張所
※ 詳しくは問い合わせく
ださい。
問 い合わせ　札幌入国管
理局千歳苫小牧出張所
苫小牧分室（☎ 0 1 4
4 32 9 0 1 2 ）

外国人登録証の切り替え

切り替え期限
• 平成24年 7 月 9 日に16歳以上であり、次回確認
（切替）期間が平成27年 7 月 8 日までの方

　…平成27年 7 月 8 日まで
• 平成24年 7 月 9 日に16歳以上であり、次回確認
（切替）期間が平成27年 7 月 9 日以降の方
…次回確認（切替）期間の始期となる誕生日ま
で
• 平成24年 7 月 9 日に16歳未満であった方
　…16歳の誕生日まで
場所　市民サービスグループ（市役所１番窓口）
持 ち物　外国人登録証（みなし特別永住者証明
書）、旅券（交付を受けている方）、写真１枚
（正面上半身無帽、縦 4×横 3㌢㍍、直近 3カ
月以内に撮影）

問い合わせ　市民サービスグループ（☎851855）

　特別永住者（市内居住の方） 　永住者

13 市有地を売却します・外国人登録証の切り替え



8/
30･31

　

9
月
7
日
㈰
、
西
胆
振
で
初
の
開
催
と
な
る
サ
イ
ク

リ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
『
北
海
道
い
ぶ
り
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
2

0
1
4
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
は
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
通
し
、
胆
振
の

美
し
い
景
色
や
食
な
ど
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
し
よ
う

と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

参
加
者
74
人
は
、
登
別
伊
達
時
代
村
を
午
前
6
時
に

ス
タ
ー
ト
。
難
所
の
オ
ロ
フ
レ
峠
、
洞
爺
湖
を
経
由
し
、

ゴ
ー
ル
地
点
の
道
の
駅
『
だ
て
歴
史
の
杜も

り

』
を
目
指
し
、

懸
命
に
ペ
ダ
ル
を
こ
い
で
い
ま
し
た
。

〜
オ
ロ
フ
レ
峠
チ
ャ
レ
ン
ジ

イ
ンin
登
別
〜

自
転
車
で
92
㌔
㍍
を
駆
け
抜
け
る

北
海
道
い
ぶ
り
ロ
ン
グ
ラ
イ
ド
2
0
1
4

▲笑顔でスタートを切った参加者たち

　

8
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
、
登
別
温
泉
で
『
第
51
回
登
別
地
獄
ま
つ
り
』
（
市
、

登
別
観
光
協
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
2
日
間
で
約
7
万
人
の

市
民
や
観
光
客
が
訪
れ
、
登
別
温
泉
街
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
『
極
楽
通
り
』

の
出
店
や
縁
日
、
太
鼓
の
演
奏
な
ど
を
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

『
エ
ン
マ
大
王
か
ら
く
り
山
車
』
や
『
鬼
み
こ
し
暴
れ
ね
り
こ
み
』
で
は
、

『
極
楽
通
り
』
を
埋
め
尽
く
し
た
観
客
が
、
そ
の
迫
力
に
圧
倒
さ
れ
、
大
き
な

歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
温
泉
の
湯
気
や
鬼
の
角
な
ど
を
表
す
覚
え
や
す
い
振
り
付
け
で
、
曲

と
太
鼓
に
合
わ
せ
て
踊
る
『
鬼
踊
り
大
群
舞
』
が
始
ま
る
と
、
沿
道
の
観
客
が

飛
び
入
り
で
参
加
し
、
一
つ
の
輪
に
な
っ
て
楽
し
く
踊
る
な
ど
、
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

第第
5151
回
登
別
地
獄
ま
つ
り

回
登
別
地
獄
ま
つ
り

こ
と
し
も
地
獄
の
釜
か
ら

鬼
が
お
目
見
え

▲多くの観客が参加した鬼踊り大群舞

▲勇壮な女みこしへの湯かけ

　

9
月
13
日
㈯
、
イ
オ
ン
登
別
店
で
『
2
0
1
4
消
防
・

救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
（
市
主
催
）
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
市
民
が
消
防
と
身
近
に

触
れ
合
う
場
を
設
け
る
こ
と
で
、
命
や
火
災
予
防
の
大

切
さ
な
ど
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、
毎
年
こ
の
時
期
に

行
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
家
族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
を
見

せ
た
会
場
で
は
、
40
㍍
の
高
さ
ま
で
伸
び
た
は
し
ご
車

に
、
子
ど
も
た
ち
の
目
は
く
ぎ
づ
け
と
な
り
、
来
場
者

か
ら
は
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
火
体
験
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
緊
張
し
な

が
ら
、
一
生
懸
命
、
消
火
作
業
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。

2
0
1
4
消
防
・
救
急
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

命
や
火
災
予
防
の
大
切
さ
を
学
ぶ

9
 13

9
 7

▲ レスキュー体験をする子ども

14 東　奔　西　走



▲ 郷土資料館の展示品を見る参
加者

▲ キウシト湿原の説明を聞く参
加者

9
 15

　

9
月
13
日
㈯
・
14
日
㈰
、
登
別
漁
港
新
港
区
で
『
第

37
回
登
別
漁
港
ま
つ
り
』
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

越
後
お
ど
り
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
海
産
物

青
空
市
、
ビ
ン
ゴ
大
会
、
花
火
大
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
の
イ
ベ
ン
ト
に
2
万
5
千
人
以
上
の
方
が
詰
め
掛
け
、

『
朝
揚
げ
鮭
抽
選
即
売
会
』
の
開
始
前
に
は
、
400
人
以

上
の
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
。

　

即
売
会
が
始
ま
る
と
、
水
槽
か
ら
大
き
な
サ
ケ
が
揚

が
り
、
サ
ケ
と
酒
の
セ
ッ
ト
な
ど
『
大
当
た
り
』
を
引

き
当
て
た
参
加
者
は
驚
き
の
表
情
を
浮
か
べ
、
喜
び
合

っ
て
い
ま
し
た
。

　

9
月
15
日
㈪
、
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
『
2
0
1
4

み
ん
な
で
見
て
み
よ
う
！
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
』
（
市

主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

106
人
が
来
場
し
、
『
登と

夢む

く
ん
』
と
の
写
真
撮
影
や

的
に
向
け
て
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
遊
び
な
ど
を
楽
し
み
、

下
水
道
施
設
の
見
学
や
水
の
浄
化
実
験
を
通
し
て
、
下

水
の
処
理
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

施
設
見
学
に
参
加
し
た
方
は
、
「
施
設
の
中
が
と
て

も
き
れ
い
で
驚
き
ま
し
た
。
普
段
は
入
る
こ
と
の
な
い

施
設
を
見
せ
て
も
ら
い
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

2
0
1
4
み
ん
な
で
見
て
み
よ
う
！
若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー

第
37
回
登
別
漁
港
ま
つ
り

み
ん
な
で
学
ぶ

下
水
道
の
不
思
議

秋
の
海
の
恵
み
を

楽
し
む

▲ 水の汚れを測る実験を体験する子ども

▲ 大きなサケを引き当てた参加者

9/
13･14

　

9
月
17
日
㈬
、
市
内
で
、
三
市
合
同
施
設
見
学
会

（
室
蘭
市
・
登
別
市
・
伊
達
市
主
催
）
を
開
催
し
、
40

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

同
見
学
会
は
、
隣
接
す
る
ま
ち
を
よ
り
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
や
各
市
の
市
民
同
士
の
交
流
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
行
っ
て
お
り
、
今
年
は
登
別
市
の
郷
土
資
料
館

や
登
別
漁
港
な
ど
4
施
設
の
見
学
の
ほ
か
、
鬼
な
び
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
登
別
で
昼
食
や
買
い
物
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

室
蘭
市
か
ら
参
加
し
た
荒あ

ら

澤さ
わ

セ
ツ
さ
ん
は
「
初
め
て

訪
れ
た
キ
ウ
シ
ト
湿
原
で
は
、
貴
重
な
植
物
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
夏
の
時
期
に
も
来
て
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

三
市
合
同
施
設
見
学
会

登
別
の
ま
ち
づ
く
り
に

理
解
を
深
め
る

9
 17

15 東　奔　西　走

スマートフォンで
動画を再生できます
１．GooglePlay・App
　　Storeから無料アプリ
　　『junaio』をダウン
　　ロード

２．必ずこのＱＲ
　　コードをスキャン

３．この左の写真に
　　スマートフォンをかざす
　　



人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
21
回

　

こ
と
し
8
月
に
広
島
市
で
大
規
模
な
土

砂
災
害
が
発
生
し
、
大
き
な
被
害
を
も
た

ら
し
ま
し
た
。
普
段
か
ら
大
雨
警
報
な
ど

に
注
意
し
、
次
の
3
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

『
土
砂
災
害
警
戒
情
報
』
は
、
大
雨
に

よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が
高
ま
っ

た
と
き
に
、
気
象
庁
と
北
海
道
が
共
同
で

発
表
す
る
防
災
情
報
で
、
市
が
避
難
勧
告

な
ど
を
発
令
す
る
と
き
の
判
断
や
、
住
民

の
自
主
避
難
の
参
考
と
な
り
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
も
発
表
さ
れ
ま
す

の
で
、
情
報
収
集
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

◆ 
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
た
ら

早
め
に
避
難
す
る

　

『
土
砂
災
害
警
戒
情
報
』
が
発
表
さ
れ

た
ら
、
近
く
の
避
難
場
所
な
ど
、
安
全
な

場
所
に
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

避
難
場
所
へ
の
避
難
が
困
難
な
と
き
は
、

親
戚
・
知
人
の
家
な
ど
安
全
な
場
所
や
、

近
く
の
頑
丈
な
建
物
の
二
階
以
上
に
緊
急

避
難
す
る
か
、
そ
れ
も
難
し
い
場
合
は
、

家
の
中
で
よ
り
安
全
な
場
所
（
崖
か
ら
離

れ
た
部
屋
や
二
階
）
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

住
ん
で
い
る
場
所
が
『
土
砂
災
害
危
険

箇
所
』
か
ど
う
か
を
把
握
す
る

　

土
砂
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
地
区
は
、

『
土
砂
災
害
危
険
箇
所
』
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

自
宅
や
周
辺
が
土
砂
災
害
危
険
箇
所
に

あ
る
か
ど
う
か
、
日
頃
か
ら
『
登
別
市
防

災
マ
ッ
プ
』
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◆ 

雨
が
降
り
だ
し
た
ら
土
砂
災
害
警
戒
情

報
に
注
意
す
る

　

集
中
豪
雨
や
長
雨
の
際
は
、
『
土
砂
災

害
警
戒
情
報
』
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

フォークダンスサークル『すずらん』
　

『
す
ず
ら
ん
』
は
、
昭
和
62
年
に

発
足
し
た
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル
で
、
今
年
で
28
年
目
を
迎
え
ま
す
。

現
在
、
会
員
は
14
人
。
毎
週
土
曜
日

の
10
時
か
ら
12
時
ま
で
、
婦
人
セ
ン

タ
ー
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
は
、
動
き
や

ス
テ
ッ
プ
、
踊
る
人
数
な
ど
、
そ
の

形
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
曲
や
踊
り
を

通
し
て
、
世
界
の
文
化
や
風
土
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
魅
力
は
多

彩
で
す
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
始
め

て
約
30
年
経
ち
ま
す
が
、
今
で
も
、

踊
っ
て
い
る
と
き
は
年
齢
を
忘
れ
、

若
々
し
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
」
と

話
す
の
は
、
代
表
の
鈴す

ず

木き

ミ
サ
さ
ん
。

　

「
練
習
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
体

も
軽
く
な
り
、
す
っ
き
り
と
し
た
気

持
ち
に
な
れ
ま
す
。
き
れ
い
な
踊
り

を
踊
れ
る
こ
と
、
世
界
各
国
の
昔
の

曲
を
自
分
の
体
を
使
っ
て
表
現
で
き

る
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
で
す
。
初
心

者
の
方
で
も
講
師
や
メ
ン
バ
ー
が
丁

寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
し
、
年
齢
を

重
ね
て
も
長
く
続
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
よ
」
と
、
鈴
木
さ
ん
は
練
習
の

様
子
を
語
り
ま
す
。

　

3
年
前
か
ら
同
サ
ー
ク
ル
で
活
動

し
て
い
る
青あ

お

木き

洋よ
う

子こ

さ
ん
は
、
「
み

ん
な
で
踊
る
の
で
、
気
持
ち
が
一
つ

に
な
り
、
一
体
感
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
を
通

じ
て
、
メ
ン
バ
ー
と
も
強
い
つ
な
が

り
が
で
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
で
と

て
も
楽
し
い
で
す
。
今
は
、
し
っ
か

り
練
習
を
し
て
、
周
り
の
メ
ン
バ
ー

に
追
い
つ
く
こ
と
が
目
標
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
鈴
木

さ
ん
（
☎
83
3
3
8
6
）
ま
で
。 ▲ ステップを踏み、楽しく踊るメンバーの皆

さん

▲ 市が作成した『登別市
防災マップ』

みんなで楽しく踊ること
でメンバーに一体感が生
まれます

問
い
合
わ
せ

　

総
務
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
１
１
３
０
）
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▲ 『夏休み子ども塾』で子どもに勉
強を教える畠山さん（右）

　

「
町
会
の
婦
人
部
の
メ
ン
バ
ー
が
手

作
り
の
食
事
を
振
る
舞
っ
た
り
、
講
師

を
招
い
て
、
か
ろ
や
か
体
操
の
教
室
を

開
い
た
り
し
て
、
お
年
寄
り
が
気
軽
に

集
い
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
お
し
ゃ
べ
り
に
花
を
咲
か
せ
る

な
ど
、
住
民
同
士
が
交
流
を
深
め
合
っ

て
い
ま
す
。
12
月
に
は
、
地
域
の
子
ど

も
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
楽
し
み
、

世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
が
広
が
っ
て

い
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔

で
話
す
畠
山
憲
一
さ
ん
。

　

『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
花
園
』
は
、
登

別
本
町
2
町
会
の
役
員
や
民
生
委
員
児

童
委
員
か
ら
、
市
内
各
地
で
開
か
れ
て

い
る
お
年
寄
り
が
憩
う
サ
ロ
ン
を
町
内

に
も
開
設
で
き
な
い
か
、
と
の
話
が
持

ち
上
が
り
、
平
成
24
年
10
月
、
町
内
の

商
店
の
店
舗
跡
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

「
平
成
20
年
ま
で
商
店
を
営
ん
で
い

た
相あ

い

原は
ら

亮り
ょ
う

平へ
い

さ
ん
が
、
自
費
で
店
舗
跡

を
改
修
し
、
多
く
の
お
年
寄
り
が
集
ま

る
地
域
活
動
の
拠
点
施
設
に
と
提
供
し

て
く
れ
ま
し
た
。
運
営
は
町
会
の
婦
人

部
が
行
い
、
日
曜
日
と
祝
日
を
除
き
、

毎
日
開
設
し
て
い
ま
す
。
住
民
誰
も
が
、

い
つ
で
も
思
い
思
い
の
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
温
か
い
場
所
に
し
た
い

で
す
ね
」
。

　

『
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
花
園
』
で
開
催

し
た
『
夏
休
み
子
ど
も
塾
』
で
、
畠
山

さ
ん
は
、
町
会
の
ほ
か
の
役
員
と
と
も

に
、
子
ど
も
の
指
導
に
当
た
り
ま
し
た
。

　

「
自
分
た
ち
も
子
ど
も
と
一
緒
に
学

ぼ
う
と
い
う
気
持
ち
で
始
め
ま
し
た
。

地
域
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
た

め
何
か
で
き
な
い
か
と
、
役
員
の
発
案

が
き
っ
か
け
で
し
た
が
、
町
会
長
だ
け

で
は
な
く
、
自
ら
の
役
割
を
積
極
的
に

果
た
す
役
員
や
会
員
が
い
る
か
ら
こ
そ
、

こ
の
取
り
組
み
が
展
開
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
の
学
力
向
上
だ
け
で
は

な
く
、
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

住
民
み
ん
な
が
顔
見
知
り
に
な
っ
て
助

け
合
え
る
、
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
つ
な
が
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
」
と
、

地
域
へ
の
思
い
を
話
す
畠
山
さ
ん
。

　

住
民
同
士
が
支
え
合
う
地
域
を
目
指

し
、
今
日
も
町
会
活
動
に
奔
走
し
ま
す
。

住
民
同
士
が
交
流
を
深
め

合
う
地
域
の
拠
点
施
設

役
割
を
積
極
的
に
果
た
し
て

く
れ
る
役
員
や
会
員
に
感
謝

畠
はたけ

山
やま

憲
けん

一
いち

さん（登別本町）
　登別本町 2町会では、町内の商店の店
舗跡に『ふれあいサロン花園』を開設し、
お年寄りをはじめ、住民が集い、交流を
楽しむ憩いの場となっています。
　また、同サロンでは、登別地区で初め
ての住民による子どもの学習支援として、
市が用意した学年別の問題集を教材に
『夏休み子ども塾』を開催し、登別小学
校の児童34人が参加するなど、世代を問
わず、地域の交流拠点施設として利用さ
れています。
　同町会長の畠山憲一さんに、『ふれあ
いサロン花園』や『夏休み子ども塾』の
取り組み、地域への思いを聞きました。

住民みんなが顔見知
りの安全で安心な地
域を目指す

昭和21年、室蘭市生まれ。67歳。
北海道室蘭栄高等学校、神奈川大学を卒業後、神奈川県内の
自動車用部品製造企業に就職。昭和49年、北海道に戻り、室
蘭市内の製鉄関連企業に勤める。町会活動の傍ら、まちづく
り活動にも積極的に関わっている。
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎85 2 9 5 8 ）

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚160
円）』を貼って出してください。
　（１回につき 5品まで）

月の粗大ごみ収集１１
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話のかけ間違いに十分注意してください。

交通規制
実施区間

千代の台団地

カー用品店
道道上登別室蘭線
（782号線）

JR室蘭本線

←至 室蘭 至 幌別→

－

1
2
3
4
）

処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

• 

飼
育
場
所
は
、
周
囲
の
方
に
迷
惑

が
掛
か
ら
な
い
よ
う
常
に
清
潔
に

し
、
臭
い
が
発
生
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

• 

条
例
で
、
犬
を
つ
な
ぐ
リ
ー
ド
の

長
さ
は
2
㍍
以
内
で
、
道
路
を
通

行
す
る
人
と
接
触
し
な
い
長
さ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
し
て

運
動
を
さ
せ
る
こ
と
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

問 

い
合
わ
せ　

環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
85
2
9

5
8
）

税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
全
員
分
の

新
し
い
保
険
証
を
、
10
月
中
旬
に
世

帯
主
の
方
に
送
付
し
ま
す
。

　

配
達
時
に
不
在
の
場
合
、
再
配
達

の
手
続
き
を
取
り
、
必
ず
保
険
証
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※ 

納
税
相
談
が
必
要
な
方
や
届
け
出

が
必
要
な
方
に
は
、
保
険
証
を
交

付
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
Ｇ

 

（
☎
85
1
7
7
1
）

　

市
が
管
理
す
る
排
水
管
改
修
工
事

の
た
め
、
新
生
町
３
丁
目
の
道
道
上

登
別
室
蘭
線
で
、
車
線
減
少
な
ど
の

交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日 
時　

11
月
上
旬
〜
12
月
上
旬
20
時

〜
5
時

問
い
合
わ
せ　

土
木
Ｇ

 
（
☎
85
3
2
6
0
）

• 

工
事
指
定
店
名　

日
南
産
業
㈱

• 

移
転
場
所　

札
幌
市
東
区
東
雁
来

6
条
2
丁
目
6

－
18
（
☎
011

－

786

－

7
1
1
1
）

問
い
合
わ
せ　

下
水
道
Ｇ

 

（
☎
85
9
0
5
2
）

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　

10
月
は
、
未
加
入
企
業
に
対
し
、

制
度
説
明
会
・
個
別
相
談
会
を
開
催

し
、
す
で
に
加
入
し
て
い
る
企
業
に

も
新
規
採
用
従
業
員
の
追
加
加
入
を

促
進
し
て
い
ま
す
。

問 

い
合
わ
せ　

中
小
企
業
退
職
金
共

済
事
業
本
部
（
☎
03

－

6
9
0
7

　

鷲
別
地
区
連
合
町
内
会
が
行
う
津

波
避
難
訓
練
で
、
大
津
波
警
報
を
知

ら
せ
る
消
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
行
い

ま
す
。
実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

訓
練
当
日
、
災
害
が
発
生
ま
た
は

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
、
訓

練
と
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
を
中
止
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

日
時　

10
月
26
日
㈰
9
時

場 

所　

鷲
別
地
区
内
2
カ
所
に
あ
る

消
防
サ
イ
レ
ン

問
い
合
わ
せ　

総
務
Ｇ

 

（
☎
85
1
1
3
0
）

• 

ペ
ッ
ト
の
飼
い
主
は
、
散
歩
時
の

ふ
ん
を
必
ず
持
ち
帰
り
、
適
正
に

　

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

5
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
4
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
4
期
）
、
固
定
資

産
税
・
都
市
計
画
税
（
第
3
期
）
の

納
期
限
は
10
月
31
日
㈮
で
す
。

　

納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
85
1
7
7
1
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
85
5
7
2
0
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
85
2
1
3
7
）
、

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は

 

10
月
31
日
㈮
で
す

新
生
町
3
丁
目
道
道
上
登
別
室
蘭
線

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

排
水
設
備
工
事
指
定
店

 

営
業
所
移
転
の
お
知
ら
せ

10
月
は
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
の
加
入
促
進
強
化
月
間
で
す

津
波
避
難
訓
練
実
施
に
伴
う

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
の
お
知
ら
せ

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
守
っ
て
い
ま
す
か

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

地　区 収集期間 申込期間

富岸町 11月 3 日㈪～
11月 8 日㈯

10月20日㈪～
10月31日㈮

若草町 3・ 4丁目 11月10日㈪～
11月15日㈯

10月27日㈪～
11月 7 日㈮

新生町 5・ 6丁目、
若草町 5・ 6丁目、
上鷲別町

11月17日㈪～
11月22日㈯

11月 4 日㈫～
11月14日㈮

若草町１・ 2丁目 11月24日㈪～
11月29日㈯

11月10日㈪～
11月21日㈮
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募　

集

を
募
集
し
ま
す
。

委 

員
の
任
期　

11
月
１
日
〜
平
成
28

年
10
月
31
日
（
2
年
間
）

応 

募
方
法　

10
月
17
日
㈮
ま
で
に
①

氏
名
、
②
住
所
、
③
電
話
番
号
、

④
職
業
、
⑤
大
学
と
地
域
の
結
び

つ
き
に
つ
い
て
の
意
見
・
提
言

（
400
字
程
度
）
を
記
入
し
、
郵
送

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
室
蘭
工
業
大

学
総
務
Ｇ
（
〒
050

－

8
5
8
5
室

蘭
市
水
元
町
27

－

１
、
思
46
5
0

3
2
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

室
蘭
工
業
大
学
総
務

Ｇ
（
☎
46
5
0
1
1
）

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
観
光
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
担
い
手
育
成
を
目

的
と
し
て
、
市
内
の
観
光
施
設
を
巡

る
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。

日 

時　

10
月
25
日
㈯
8
時
30
分
〜
17

時
45
分
（
雨
天
決
行
）

集 

合
場
所　

婦
人
セ
ン
タ
ー
、
市
役

所
、
鷲
別
公
民
館

見 

学
場
所　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
（
ク

ラ
フ
ト
体
験
）
、
古
趣
北
の
博
物

館
、
知ち

里り

幸ゆ
き

恵え

銀
の
し
ず
く
記
念

館
、
地
獄
谷
、
大
湯
沼
、
奥
の
湯
、

大
湯
沼
川
天
然
足
湯
（
散
策
）
、

ホ
テ
ル
ゆ
も
と
登
別
（
昼
食
・
日

帰
り
入
浴
）

対
象　

市
内
居
住
の
18
歳
以
上
の
方

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

500
円
（
昼
食
代
）

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
雨
具
、
入
浴

道
具

申 

し
込
み　

10
月
6
日
㈪
か
ら
17
日

㈮
ま
で
に
登
別
市
観
光
ホ
ス
ピ
タ

リ
テ
ィ
推
進
協
議
会
事
務
局
（
観

光
振
興
Ｇ
内
・
☎
84
2
0
1
8
）

審 

査
期
間　

6
月
5
日
〜
8
月
18
日

※ 

決
算
審
査
意
見
書
は
市
役
所
１
階

市
民
コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ

か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

監
査
委
員
事
務
局

 

（
☎
85
9
2
3
0
）

問
い
合
わ
せ　

年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
7
）

　

保
険
料
の
免
除
（
全
額
・
一
部
納

付
）
、
若
年
者
納
付
猶
予
、
学
生
納

付
特
例
制
度
の
承
認
を
受
け
た
期
間

は
、
保
険
料
を
全
額
納
付
し
た
と
き

に
比
べ
、
将
来
受
け
取
る
年
金
額
が

少
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
こ
の
期
間
は
、
10
年

以
内
で
あ
れ
ば
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
全

額
ま
た
は
一
部
を
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
『
追
納
』
と
い
う
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
な
ど
の
承
認
を
受

け
た
年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目

以
降
に
保
険
料
を
追
納
し
た
場
合
、

当
時
の
保
険
料
額
に
、
経
過
期
間
に

応
じ
た
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※ 

追
納
を
す
る
場
合
、
年
金
事
務
所

で
納
付
書
を
発
行
し
て
も
ら
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

8
月
11
日
㈪
か
ら
18
日
㈪
に
、
登

別
市
の
友
好
都
市
デ
ン
マ
ー
ク
王
国

フ
ァ
ボ
ー
・
ミ
ッ
ド
フ
ュ
ン
市
を
訪

問
し
た
中
学
生
派
遣
交
流
団
の
生
徒

が
、
派
遣
中
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

交
え
て
交
流
の
様
子
を
報
告
し
ま
す
。

日
時　

10
月
24
日
㈮
18
時
〜

場
所　

市
民
会
館

申 

し
込
み　

10
月
14
日
㈫
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

審 

査
対
象　

各
会
計
決
算
及
び
土
地

開
発
基
金
の
運
用
状
況
審
査
、
水

道
事
業
会
計
決
算
審
査
、
財
政
健

全
化
及
び
経
営
健
全
化
審
査

審 

査
執
行
者　

登
別
市
監
査
委
員
・

三み

浦う
ら

忠た
だ

夫お

、
山や

ま

口ぐ
ち

賢け
ん

治じ

　

市
は
、
市
民
や
有
識
者
で
構
成
す

る
登
別
市
健
康
づ
く
り
推
進
協
議
会 

で
の
議
論
を
経
て
、
『
登
別
市
健
康

増
進
計
画
（
第
2
期
）
健
康
の
ぼ
り

べ
つ
21
』
と
『
登
別
市
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
行
動
計
画
』
の
案

の
策
定
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　

11
月
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を 

募
集
す
る
予
定
で
す
。 

問 
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ

 

（
し
ん
た
21
内
・
☎
85
0
1
0
0
）

　

室
蘭
工
業
大
学
は
、
地
域
と
と
も

に
発
展
す
る
た
め
、
広
く
地
域
の
方

と
意
見
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
公
募
に
よ
る
委
員
（
若
干
名
）

　

登
別
市
雇
用
創
造
推
進
協
議
会
と

北
海
道
は
、
食
・
も
の
づ
く
り
関
連

企
業
と
の
出
会
い
の
場
を
設
け
る
こ

と
で
、
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
合
同
企
業
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

10
月
9
日
㈭
13
時
〜
16
時

場
所　

ホ
テ
ル
平
安

対 

象　

食
・
も
の
づ
く
り
関
連
産
業

へ
の
就
職
を
希
望
す
る
方

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

㈱
日
本
マ
ン
パ
ワ
ー

 

（
☎
0
1
2
0

－

189

－

977
）

　

登
別
の
観
光
資
源
を
広
く
知
っ
て

国
民
年
金
保
険
料
『
追
納
制
度
』

 

を
ご
存
じ
で
す
か

平
成
26
年
度
登
別
市
デ
ン
マ
ー
ク

友
好
都
市
中
学
生
派
遣
交
流
団

帰
国
報
告
会

平
成
25
年
度
決
算
審
査
結
果

を
公
表
し
て
い
ま
す

11
月
に
意
見
公
募
（
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
）
を
実
施
し
ま
す

室
蘭
工
業
大
学
『
市
民
懇
談
会
』

 

委
員
を
募
集
し
ま
す

合
同
企
業
説
明
会

イ
ンin
登
別
に

 

参
加
し
ま
せ
ん
か

平
成
26
年
度
我
が
街
再
発
見

 

観
光
市
民
講
座
参
加
者
募
集

※ この宝くじの収益金は、
市町村の明るいまちづく
りや環境対策、高齢化対
策など、地域住民の福祉
向上のために使われます。

販売期間
10月10日㈮まで

オータムジャンボオータムジャンボ
宝くじ　発売中宝くじ　発売中
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●
申
請
書
提
出
期
限　

10
月
15
日
㈬

※ 

他
の
7
事
業
の
概
要
や
申
請
書
提

出
期
限
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

企
画
調
整
グ
ル
ー
プ
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　

企
画
調
整
Ｇ
（
☎
85
1
1
2
2
）

• 

11
月
30
日
㈰
9
時
〜
14
時
・
見
学

会
・
20
人

場
所　

登
別
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

内 

容　

基
調
講
演
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
、
見
学
会
な
ど

費 

用　

2
日
間
参
加
2
千
500
円
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
み
１
千
円
、
見
学

会
の
み
１
千
500
円

問
い
合
わ
せ　

同
実
行
委
員
会

 

（
☎
88
2
6
2
6
）

申 

し
込
み　

10
月
2
日
㈭
ま
で
に
日

本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1

1
）

日
時
・
定
員　

• 

11
月
29
日
㈯
13
時
〜
17
時
・

フ
ォ
ー
ラ
ム
・
150
人

　

3
年
以
内
に
習
得
し
た
雪
上
安
全

法
救
助
員
Ⅱ
の
資
格
を
継
続
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

日
時　

10
月
19
日
㈰
9
時
〜
14
時

場
所　

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対 

象　

認
定
証
発
効
日
か
ら
2
年
以

上
3
年
以
内
の
赤
十
字
雪
上
安
全

法
Ⅱ
の
資
格
を
有
す
る
方

内 

容　

応
急
手
当
な
ど
の
復
習
、
認

定
取
得
後
の
実
技
の
変
更
点
な
ど

の
確
認

定
員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

１
千
円
（
教
材
費
）

申 

し
込
み　

10
月
15
日
㈬
ま
で
に
日

本
赤
十
字
社
登
別
市
地
区
事
務
局

（
社
会
福
祉
Ｇ
内
・
☎
85
1
9
1

1
）

日
時　

10
月
26
日
㈰
10
時
〜
19
時

場
所　

ア
ー
ニ
ス

内 

容　

高
等
工
科
学
校
コ
ー
ス
・
自

衛
官
候
補
生
コ
ー
ス
の
説
明
、
自

衛
隊
の
役
割
・
活
動
の
紹
介
な
ど

問 

い
合
わ
せ　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所
（
☎
44

9
5
3
3
）

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、

（
一
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝

く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
で
、
地
域
社
会
の

健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
8
種
類

の
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
『
一
般
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
』
は
、
住
民

が
自
主
的
に
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
の
促
進
を
図
り
、
地
域
の
連
帯
感

に
基
づ
く
自
治
意
識
を
盛
り
上
げ
る

こ
と
を
目
指
す
も
の
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
直
接
必
要
な
設
備
の
整

備
に
関
し
て
助
成
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
助
成
金
額　

100
万
円
〜
250
万
円

日 
時　

10
月
23
日
㈭
13
時
30
分
〜
16

時
30
分

場
所　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内 

容　

ジ
ョ
ブ
カ
ー
ド
の
作
成
、
職

務
経
歴
書
・
履
歴
書
の
書
き
方

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

申 

し
込
み　

10
月
20
日
㈪
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会
（
☎
85
1
4
5

0
）

　

3
年
以
内
に
習
得
し
た
救
急
法
救

急
員
の
資
格
を
継
続
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
時　

10
月
5
日
㈰
9
時
〜
14
時

場
所　

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対 

象　

認
定
証
発
効
日
か
ら
2
年
以

上
3
年
以
内
の
救
急
法
救
急
員
の

資
格
を
有
す
る
方

内 

容　

心
肺
蘇
生
法
の
復
習
、
認
定

取
得
後
の
実
技
の
変
更
点
な
ど
の

確
認

※ 

受
講
後
、
現
在
保
有
し
て
い
る
資

格
の
有
効
期
間
が
終
了
す
る
日
の

翌
日
か
ら
3
年
間
、
資
格
が
継
続

さ
れ
ま
す
。

定
員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

１
千
円
（
教
材
費
）

食
事
サ
ー
ビ
ス
セ
ミ
ナ
ー

in
北

イ
ン

海
道

雪
上
安
全
法
救
助
員
Ⅱ

 

資
格
継
続
研
修

自
衛
隊
員
募
集
説
明
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
の
募
集

第
3
回
就
職
セ
ミ
ナ
ー

救
急
法
救
急
員
資
格
継
続
研
修

　火災は、火気を使用する機会
が多くなる10月から 3月にかけ
て多発しています。
　また、建物から出火した火災
のうち住宅火災が約 6割を占め
ています。
～住宅防火、いのちを守る

７つのポイント～
３つの習慣
• 寝たばこは、絶対やめる
• ストーブは、燃えやすいもの
から離れた位置で使用する

• ガスこんろなどのそばを離れ
るときは、必ず火を消す

４つの対策
• 逃げ遅れを防ぐために、住宅
用火災警報器を設置する

• 寝具や衣類、カーテンからの
火災を防ぐために、防炎品を
使用する

• 火災を小さいうちに消すため
に、住宅用消火器などを設置
する

• お年寄りや身体の不自由な人
を守るために、隣近所の協力
体制をつくる

問い合わせ
消防本部総務グループ
（☎85９６１１）

指定ごみ袋等取扱店　
• セブンイレブン鷲別１丁目店
• スーパーセンタートライアル登別
栄町店
指定クリーンチケット取扱所
• セブンイレブン鷲別１丁目店
問い合わせ　環境対策グループ
 （☎85２９５８）

指定ごみ袋・指定クリーンチケット
取扱所を新たに指定しました

10月15日～31日
秋の全道火災予防運動
『もういいかい
火を消すまでは

まあだだよ』
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催　

し

に
分
別
し
ま
す
）

• 

当
日
は
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
の
み

を
収
集
し
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご
み

は
、
各
地
区
の
収
集
日
に
ご
み
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い

（
町
内
会
な
ど
に
配
布
さ
れ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
袋
に
よ
り
出
し
て
く

だ
さ
い
）

問 

い
合
わ
せ　

同
事
務
局
（
市
民

サ
ー
ビ
ス
Ｇ
内
・
☎
85
2
1
3
9
）

ふ
る
さ
と
登
別
の
発
展
を
願
う
会
と

し
て
平
成
元
年
に
設
立
さ
れ
、
500
人

を
超
え
る
会
員
が
登
録
し
て
い
ま
す
。

日
時　

11
月
8
日
㈯
12
時

場 

所　

羽
田
空
港
第
一
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
ビ
ル
6
階
（
現
地
集
合
・
解

散
）

費
用　

7
千
円
（
懇
親
会
費
）

※ 

旅
費
や
宿
泊
費
な
ど
は
、
自
己
負

担
で
す
。

申 

し
込
み　

10
月
21
日
㈫
ま
で
に
企

画
調
整
Ｇ
（
☎
85
6
5
8
6
）

場
所　

市
民
会
館

内
容　

訪
問
販
売
に
つ
い
て

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

登
別
消
費
者
協
会

 

（
☎
85
8
3
0
7
）

日 

時　

11
月
6
日
㈭
・
7
日
㈮
9
時

〜
17
時

場
所　

市
民
会
館

定
員　

100
人

費
用　

6
千
170
円

申 

し
込
み　

消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
の
申
込

書
ま
た
は
（
一
財
）
日
本
防
火
・

防
災
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
10
月
6

日
㈪
か
ら
17
日
㈮
ま
で
に
㈳
北
海

道
消
防
設
備
協
会
へ
フ
ァ
ク
ス

（
思
011

－

205

－

5
9
5
2
）

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
総
務
Ｇ

 

（
☎
85
9
6
1
1
）

　

『
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
』
は
、

関
東
圏
居
住
の
皆
さ
ん
が
、
親
睦
や

交
流
、
情
報
交
換
な
ど
を
し
な
が
ら
、

日
時　

10
月
19
日
㈰
8
時
〜
9
時

※ 

小
雨
決
行
。
大
雨
の
と
き
は
、
10

月
26
日
㈰
に
延
期
。

場 

所　

公
園
や
生
活
道
路
、
河
川
敷

地
、
空
き
地
な
ど
公
共
の
場
所

内 

容　
• 

燃
や
せ
る
ご
み
と
燃
や
せ
な
い
ご

み
に
分
け
、
9
時
ま
で
に
各
地
区

の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
集
積
し

ま
す
（
通
常
は
資
源
ご
み
で
す
が
、

び
ん
・
缶
は
燃
や
せ
な
い
ご
み
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
燃
や
せ
る
ご
み

日
時　

10
月
17
日
㈮
10
時

日
時　

11
月
１
日
㈯
13
時
〜
15
時

場
所　

室
蘭
市
市
民
会
館

内 

容　

寸
劇
、
認
知
症
の
理
解
や
医

療
・
介
護
制
度
に
つ
い
て

問 

い
合
わ
せ　

西
い
ぶ
り
在
宅
ケ
ア

連
絡
会
事
務
局
（
☎
55
1
2
1
2
）

日 

時　

10
月
17
日
㈮
12
時
〜
16
時
・

18
日
㈯
10
時
〜
15
時

場
所　

市
民
会
館

内 

容　

環
境
に
や
さ
し
い
電
気
・
ガ

ス
製
品
の
展
示
、
パ
ン
作
り
体
験

や
料
理
の
試
食
な
ど

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

登
別
消
費
者
協
会

 

（
☎
85
8
3
0
7
）

平
成
26
年
度
登
別
市

防
火
管
理
講
習
会
（
甲
種
）

『
東
京
登
別
げ
ん
き
か
い
』
の

皆
さ
ん
と
交
流
し
ま
せ
ん
か

秋
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

〜
登
別
市
連
合
町
内
会
〜

第
36
回
登
別
消
費
者
大
会

第
3
回
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

第
37
回
登
別
消
費
生
活
展

地区懇談会に参加しませんか

　市民の皆さんと市長、市の幹部職員が、
まちづくりや市の施策などについて意見交
換します。市内にお住まいの方は、どなた
でも参加することができます。
▶ 開催地区　登別温泉、登別、幌別鉄南、
中央、札内・来馬、幌別西、青葉、富岸、
新生、鷲別、美園・若草各地区（中央地
区と札内・来馬地区は合同開催）
▶対象　市内に居住する方
※ 10月下旬から11月下旬にかけて開催を予
定していますが、日時・場所などは、市
役所・各支所に備え付ける日程表または
市のホームページをご覧ください。
▶問い合わせ　企画調整グループ
　　　　　　　　　（☎85６５８６）

平成26年度
第 3回危険物取扱者試験

平成26年度
第 3回消防設備士試験

試験日 11月16日㈰

試験
場所
・
種類

●苫小牧市　
甲種・乙種（第１
～ 6類）・丙種

●室蘭市
乙種（第１～ 6 類）
・丙種

●苫小牧市
甲種（第１～ 5類）
乙種（第１～ 7類）

申し
込み

•書面申請
消防本部や消防署、各消防支署備え付けの
申込書に必要事項を記入し、10月 6 日㈪か
ら14日㈫までに提出

・電子申請
（一財）消防試験研究センターホームペー
ジから、10月 3 日㈮から11日㈯までに申請

問い合わせ　消防本部総務グループ（☎85９６１１）

『危険物取扱者試験』・
『消防設備士試験』
実施のお知らせ
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　市は、建物所有者に対し、市内の木造住宅の耐震
診断の実施に要する費用の一部を補助します。
　補助金を受けるためには市が定めた要件を満たす
ことが必要です。
▶募集期間　10月１日㈬～24日㈮
▶募集件数　10件（申し込み順）
▶補助額　耐震診断に要する費用の 3分の 2
　　　　　（限度額 5万円）
▶主な条件
• 一戸建て住宅または併用住宅であること
• 地上 2階建て以下の在来軸組工法であること
• 所有者（個人に限る）が居住する住宅であること
• 昭和56年 5 月31日以前に着工した住宅であること
• 建築基準法その他関係法令に違反がないこと
• 市税の滞納がないこと
▶ 申し込み　補助を希望する所有者は、建築住宅グ
ループ備え付けの書類に必要事項を記載し、提出
してください
※書類提出時に図面などを持参願います。

　臨時福祉給付金の給付対象となる可能性の
ある方に対し、案内文書や申請書などを送付
していますので、期限までに申請の手続きを
行ってください。期限を過ぎると申請ができ
なくなります。
問い合わせ　社会福祉グループ
 （☎85１９１１）

　やむを得ない事情により期間内に申請がで
きなかった方は、子育てグループにお問い合
わせください。
問い合わせ　子育てグループ（☎85５６３４）

　厚生労働省は、労働衛生意識の向上と事業場における自主的労働衛生管理活動の促進を図るため、全
国労働衛生週間を実施します。
　近年、過重労働による健康障害やメンタルヘルス不調などの健康問題が重要な課題となっています。
労働者の健康確保の観点から健康診断の実施の徹底、健診結果に基づく事後措置などの適切な実施が重
視されており、労働者自身や管理監督者、産業保健スタッフが一丸となって健康管理を進め、労働者の
健康が確保された職場の実現を目指しています。　問い合わせ　室蘭労働基準監督署（☎㉓ 6 1 3 1 ）

木造住宅の耐震診断に
補助金を交付します 臨時福祉給付金

申請受け付けを延長します

子育て世帯臨時特例給付金の
申請受け付けは９月30日㈫で
締め切りました

10月１日から７日は全国労働衛生週間です
『みんなで進める職場の改善　心とからだの健康管理』

建築住宅グループ（☎85４３９９）

周波数84.2メガヘルツ　
室蘭まちづくり放送㈱
（☎84１６６２）

▼市からのお知らせ特大号『防災』
　10月23日㈭　17時30分

▼市からのお知らせ
月・木曜日（各日 2回） 7時57分、
17時51分

問い合わせ　
企画調整グループ（☎85６５８６）

　　　　　　　   で
市からのお知らせを
放送しています

　『のぼまが』に登録すると、市内のおでかけ情報などが
月に１度メールで配信されます。

▼  登録方法　nobomaga@ml.nishi-iburi.jpに
メールを送り、自動返信されるメールに記載
されているURLをクリックしてください

▼問い合わせ　企画調整グループ（☎85６５８６）

　意外と知られていない市内のオススメスポット情報や季
節のイベント、まちの
情報などをお届けして
います。
ＱＲコードや
ウェブでアク
セスしてくだ
さい。

登別メールマガジン『のぼまが』をご利用ください

市のフェイスブックで市内の情報を発信中！

平成26年平成26年
1010月月3131日日
までまで

受け付けは受け付けは
締め切り締め切り
ましたました

https://www.facebook.com/noboribetsu.city
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道営住宅入居者募集道営住宅入居者募集
●募集住宅（ 5戸）

問い合わせ　〒050-0074　室蘭市中島町 2丁目27－11　インプレス中島１階
　　　　　　北海道営住宅胆振管理センター公募係（☎83７２４０）

団地名 棟番号 広さ・階数 面積 築年度 住宅分類
若山団地 Ａ棟 （ 3ＬＤＫ　 3階） 69.6㎡ 昭和62年 一般世帯向け（単身不可）
桜木団地 １号棟 （ 3ＬＤＫ　 3階） 78.5㎡ 平成 7年 一般世帯向け（単身不可）
新川団地 3号棟 （ 3ＬＤＫ　 3階） 73.9㎡ 平成11年 一般世帯向け（単身不可）

であえーるはまなす団地 Ｂ棟 （ 2ＬＤＫ　 2階） 58.5㎡ 平成22年 一般世帯向け（単身不可）
桜木団地 5号棟 （ 3ＬＤＫ　 1階） 78.1㎡ 平成 8年 高齢者等世帯向け（単身不可）

【申し込み要件】
一般世帯者向け住宅　次の全ての要件に該当する方
• 世帯全体の収入が公営住宅法に定める基準内でそれを証明できる方
• 同居者がいる方
• 入居者および同居者が暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3年法律第77号）第
2条第 6号に規定する暴力団員でない方

高齢者等世帯向け住宅　次のいずれかの要件に該当する方
• 入居者および同居者が60歳以上または18歳未満の世帯
• 夫婦のいずれかが60歳以上の高齢者夫婦のみの世帯、または高齢者夫婦と18歳未満の方がいる世帯
• 心身に一定の障がいがあり、手帳の交付を受けている方がいる世帯

※持ち家のある方・公営住宅や社宅などにお住まいの方は申し込みをすることはできません。
ただし、持ち家を処分してそれを証明できる方、公営住宅にお住まいで遠距離通勤や長期通院をして
いる方、社宅の退去が決まっておりそれを証明できる方は申し込みをすることができます。
※ 募集案内の設置場所については、お問い合わせください。

●受付期間・場所　10月23日㈭・24日㈮　 9時30分～16時30分・登別市民会館
●抽選会日時・場所　10月29日㈬10時～・室蘭市中小企業センター　※抽選会は公開で行います。

●経営セーフティ共済（中小企業倒産防止共済制度）
取引先倒産により、売掛金債権などの回収が困難
になった場合に、貸付が受けられる共済制度です。
『無担保・無保証人・無利子』で貸し付けが受け
られ、積み立て掛け金の10倍の範囲内（最高 8千
万円）で被害額相当の共済金が借り入れできます。
※ 掛け金は税法上損金（法人）または必要経費（個
人事業）に算入できます。掛け金月額は、5,000
円から20万円の範囲内で自由に選べます。

●小規模企業共済（経営者のための退職金制度）
個人事業主や小規模企業の共同経営者、会社な
どの役員の方が事業をやめたり、退職した場合
に、生活の安定や事業の再建を図るためにあら
かじめ資金を準備しておく共済制度です。

※ 掛け金は全額所得控除で、掛け金月額は1,000
円から 7万円の範囲内で自由に選べます。

事業主の皆さんへ【小規模企業共済と経営セーフティ共済のご案内】

問い合わせ　中小企業基盤整備機構共済相談室
 （☎050-5541-7171）
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 11月15日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：八

や

木
ぎ

橋
はし

俊
しゅん

輔
すけ

さん
定員： 6人（申し込み順）

11月 7 日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

10月25日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

10月24日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活
消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

10月16日㈭
14時～17時

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

10月 9 日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜
納税相談窓口

10月30日㈭・31日㈮
…17時30分～20時
11月 1 日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時（予約制）

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

10月10日㈮・24日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

一日合同行政相談所
北海道管区行政評価局

10月16日㈭
11時～16時
（受け付けは15時45
分まで）

アーニス
登記、相続、人権、供託、借金問題、
国税、そのほか国・市の行政全般
参加機関：札幌法務局、北海道財
務局、札幌国税局、登別市など

企画調整Ｇ
（☎85 6 5 8 6 ）

全国一斉！
法務局休日相談所

10月 5 日㈰10時～15
時（予約優先）

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

土地・家屋に関すること、いじめ
などの人権問題、成年後見制度、
遺言書の書き方、多重債務など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

個別的労使紛争の
あっせん

月～金曜日
8時45分～17時30分
（祝日、12月29日㈪
～ 1月 4日㈰を除く）

電話相談
解雇や賃金未払いなど、労働
者個人と使用者間に発生した
労働問題の解決を支援

北海道労働委員会
事務局
（☎011-204-5667）

24 困った！ときにはまず相談



き
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き

す
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子
育
て

いい健 

康

子
育
て

す
く
す
く

持
ち
物　

コ
ッ
プ
、
軍
手

申 

し
込
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10
月
24
日
㈮
ま
で
に
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Ｏ
法
人
登
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自
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支
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ガ
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合
う
場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と

し
て
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
が
遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
会

場
に
伺
い
ま
す

持
ち
物　

上
靴
（
保
護
者
と
も
）

※ 

で
あ
え
ー
る
は
ま
な
す
に
車
で
お

越
し
の
場
合
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

対
象　

親
子

内
容　

落
ち
葉
を
使
っ
て
遊
び
ま
す

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

１
人
100
円

持 
ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

飲
み
物
、
帽
子
、
着
替
え

申 

し
込
み　

10
月
24
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日 

時　

10
月
25
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

亀
田
記
念
公
園

日
時　

10
月
20
日
㈪
10
時
〜
12
時

場
所　

亀
田
記
念
公
園

対 

象　

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を

支
援
し
て
い
る
指
導
者
の
方

内 

容　

大
掃
除
前
の
お
掃
除
講
座

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

申 

し
込
み　

10
月
17
日
㈮
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－
1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日 

時　

10
月
25
日
㈯
10
時
30
分
〜
12

時
場
所　

亀
田
記
念
公
園

対
象　

子
育
て
中
の
保
護
者

内
容　

ベ
ン
チ
を
作
り
ま
す

定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

200
円

日
時　

10
月
17
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所　

室
蘭
だ
ん
パ
ラ
公
園
駐
車
場

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

紅
葉
を
見
な
が
ら
歩
き
ま
す

定
員　

15
組
（
申
し
込
み
順
）

持 

ち
物　

運
動
靴
、
帽
子
、
着
替
え
、

昼
食

申 

し
込
み　

10
月
16
日
㈭
ま
で
に
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
登
別
自
然
活
動
支
援
組

織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1

8
9
0

－

0
8
6
5
）

日
時
・
場
所

• 

10
月
8
日
㈬
・
鷲
別
公
民
館

• 

10
月
22
日
㈬
・
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

• 

10
月
27
日
㈪
・
で
あ
え
ー
る
は
ま

な
す

※
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

地
域
の
子
ど
も
同
士
が
触
れ

日
時　

10
月
24
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所　

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
お
父
さ
ん

内
容　

新
聞
を
使
っ
て
遊
び
ま
す

持
ち
物　

飲
み
物

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
80
2
7
7
2
）

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

『
移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
』

 

を
開
設
し
ま
す

お
楽
し
み
デ
ー
『
新
聞
遊
び
』

診査名・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4 カ月児健康診査

（平成26年 6 月16日～ 　　
 平成26年 7 月15日生まれ）

11月 6 日㈭
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄
養相談、育児相談 母子健康手

帳、バスタ
オル、替え
オムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成26年 1 月生まれ）

11月17日㈪
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹
介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成25年 4 月生まれ）

11月26日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身
体計測、栄養相談、
歯科相談、育児相談、
フッ素塗布（希望者
800円）

母子健康手
帳、お子さ
んの歯ブラ
シ

3 歳児健康診査
（平成23年10月生まれ）

11月13日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿
検査、身体計測、栄
養相談、歯科相談、
育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

11月28日㈮
9時20分～
10時　　　

発育・発達・育児・
栄養などの相談

母子健康手
帳

乳幼児健康相談 診査
問い合わせ　健康推進グループ（☎85０１００）

25 すくすく子育て　いきいき健康



内 

容　

絵
本
や
遊
具
を
使
っ
た
自
由

遊
び
、
園
庭
遊
び
、
製
作
な
ど

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
80
2
7
7
2
）

交
流
、
妊
娠
期
の
食
生
活
に
つ
い

て
な
ど

対
象　

妊
婦
の
方

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

●
２
回
目

日 

時　

11
月
15
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場
所　

し
ん
た
21

内 

容　

沐も
く

浴よ
く

・
お
む
つ
交
換
実
習
、

お
父
さ
ん
の
妊
婦
体
験
な
ど

対
象　

妊
婦
の
方
と
そ
の
家
族

定
員　

20
組
（
申
し
込
み
順
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

１
回
目
・
2
回
目
と
も

に
、
10
月
24
日
㈮
ま
で
に
健
康
推

進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

10月 5 日㈰
9時～11時

海岸町歯科クリニック （☎㉕６４８０）
室蘭市海岸町 1丁目 1－ 1
飯渕歯科医院 （☎83１１８８）
登別市登別東町 3丁目 2－ 2

10月12日㈰
9時～11時

小野瀬歯科医院 （☎44１３１０）
室蘭市東町 4丁目31－ 5
サンフィッシュデンタルクリニック
 （☎０１４２㉓１８３０）
伊達市舟岡町362－18

10月13日㈪
9時～11時

飯渕歯科医院 （☎45５８３４）
室蘭市中島町 3丁目27－10

10月19日㈰
9時～11時

いしい歯科 （☎44３３６７）
室蘭市東町 2丁目22－ 6

10月26日㈰
9時～11時

いちはし歯科 （☎55４３２３）
室蘭市本輪西町 3丁目 6－13

日
時　

11
月
4
日
㈫
10
時
〜
12
時

場
所　

し
ん
た
21

対
象　

未
就
学
児
を
も
つ
保
護
者

定
員　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

※
託
児
を
15
人
受
け
付
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

10
月
14
日
㈫
か
ら
17
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

日
時　

11
月
11
日
㈫
10
時
〜
12
時

場
所　

し
ん
た
21

対 

象　

１
歳
2
カ
月
か
ら
2
歳
6
カ

月
の
子
ど
も
を
も
つ
保
護
者

定
員　

12
組
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

申 

し
込
み　

10
月
20
日
㈪
か
ら
24
日

㈮
ま
で
に
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
81
3
7
1
5
）

日 

時　

10
月
29
日
㈬
10
時
〜
11
時
30

分
場
所　

し
ん
た
21

対 

象　

6
カ
月
か
ら
9
カ
月
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

離
乳
食
に
つ
い
て
、
試
食

（
保
護
者
の
み
）
、
遊
び
の
紹
介

な
ど

費
用　

200
円

持 

ち
物　

筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

帳
※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

10
月
24
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

日
時　

10
月
18
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所　

登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対
象　

未
就
学
児
と
そ
の
お
父
さ
ん

●
１
回
目

日 

時　

11
月
7
日
㈮
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場
所　

し
ん
た
21

内 

容　

妊
婦
体
操
、
参
加
者
同
士
の

日
時　

11
月
12
日
㈬
10
時
〜
12
時

場
所　

し
ん
た
21

対 

象　

１
歳
か
ら
１
歳
6
カ
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

内 

容　

歯
の
お
話
、
歯
科
検
診
、
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
、
無
料
フ
ッ
素

塗
布
（
希
望
者
の
み
）

定
員　

20
組
（
申
し
込
み
順
）

持 

ち
物　

子
ど
も
の
歯
ブ
ラ
シ
、
母

子
健
康
手
帳

申 

し
込
み　

10
月
24
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

子
育
て
講
演
会
『
誕
生
学
』

〜
家
庭
で
伝
え
る
命
の
話
〜

子
育
て
講
座
『
完
了
期
か
ら

の
食
事
と
発
達
に
つ
い
て
』

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う
!!

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室

親
子
む
し
歯
予
防
教
室

10月の歯科救急医療
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健
　
　
康

い
き
い
き

　

〜
14
時

場
所　

室
蘭
市
市
民
会
館

内 

容　

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
糖
尿
病
と

歯
周
病
・
運
動
に
つ
い
て
の
講
座
、

昼
食
会
（
500
円
）

※
昼
食
会
は
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

申 

し
込
み　

糖
尿
病
療
養
指
導
士
会

（
☎
080

－

6
0
7
3

－

0
0
2
1
）

週
水
曜
日
13
時
30
分
〜
15
時
45
分

※
10
月
30
日
の
み
木
曜
日
開
催
。

場 

所　

室
蘭
歯
科
医
師
会
館
（
室
蘭

市
東
町
）

内 

容　

食
や
栄
養
、
会
話
な
ど
、
健

康
の
入
口
で
あ
る
、
身
近
な
『
口
』

に
つ
い
て
話
を
聞
き
な
が
ら
楽
し

く
学
び
ま
す

定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

室
蘭
歯
科
医
師
会

 

（
☎
43
3
5
2
2
）

　

平
成
27
年
に
小
学
校
に
入
学
す
る

児
童
の
健
康
診
断
と
簡
易
テ
ス
ト
を

行
い
ま
す
。

対 

象　

市
内
に
居
住
す
る
平
成
20
年

4
月
2
日
か
ら
平
成
21
年
4
月
１

日
生
ま
れ
の
方

※ 

対
象
と
な
る
世
帯
で
、
通
知
が
届

い
て
い
な
い
と
き
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
Ｇ

 

（
☎
88
1
1
6
2
）

日 

時　

10
月
8
日
㈬
10
時
30
分
〜
11

時
場
所　

Ｊジ
ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

内 

容　

管
理
栄
養
士
が
減
塩
生
活
に

つ
い
て
話
し
ま
す

※ 

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院

 

（
☎
80
3
2
3
5
）

日 
時　

10
月
22
日
〜
11
月
26
日
の
毎

日 

時　

10
月
18
日
㈯
10
時
30
分

日 

時　

10
月
21
日
㈫
9
時
30
分
〜
11

時
30
分

場
所　

市
役
所

問 

い
合
わ
せ　

健
康
推
進
Ｇ

 

（
☎
85
0
1
0
0
）

新
入
学
児
童
健
康
診
断
を

必
ず
受
診
し
て
く
だ
さ
い

健
康
教
室

ハ
ッ
ピ
ー
マ
ウ
ス
健
口
講
座

糖
尿
病
フ
ェ
ア

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▶対象・接種回数　
① １歳から 3歳未満の方・ 2回　② 3歳から 5歳未満の方・１
回
※すでに水ぼうそうにかかったことがある方は対象外です。
※②に該当する方は平成26年度のみ無料です。
※すでに自費で接種した方は問い合わせください。
▶実施場所　市内の水ぼうそう予防接種実施医療機関
※詳しくは問い合わせください。
▶費用　無料　
▶持ち物　母子健康手帳

▶対象
① 平成26年度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、
100歳となる方、101歳以上の方
② 60歳以上65歳未満の方で身体障害者手帳１級（心臓、じん臓、
呼吸器の機能障害またはヒト免疫不全ウイルスによる免疫機
能障害に限る）をお持ちの方
※ 過去に高齢者肺炎球菌ワクチンを接種されたことのある方は
対象外です。
▶実施期間　平成27年 3 月31日まで
▶実施場所　市内の高齢者肺炎球菌予防接種実施医療機関
※詳しくは問い合わせください。
▶費用　2,400円　
※市民税非課税世帯、生活保護受給者の方は無料です。
▶持ち物　
① に該当する方　登別市高齢者肺炎球菌予防接種券（対象者に
郵送しています）
②に該当する方　身体障害者手帳
※ 市民税非課税世帯の方と生活保護受給者の方は、介護保険料
納入通知書、生活保護受給証明書、世帯全員の課税証明書の
いずれかが必要です。

予防接種を受けましょう
健康推進グループ

（☎85０１００）

高齢者肺炎球菌

水ぼうそう
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１０
月
号

日
時　

10
月
11
日
㈯
13
時
30
分

対 

象　

幼
児
〜
小
学
生
（
幼
児
は
保

護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

10
月
25
日
㈯
13
時
30
分

対 

象　

幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同

伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日 

時　

10
月
15
日
㈬
・
11
月
5
日
㈬

10
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日 

時　

10
月
18
日
㈯
・
11
月
8
日
㈯

　

10
月
31
日
㈮
は
、
図
書
整
理
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

日
時　

10
月
25
日
㈯
15
時

内 

容　

館
内
案
内
や
利
用
者
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
検
索
方
法
を

紹
介

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

13
時
30
分
〜
16
時

内 

容　

実
技
講
習
、
手
袋
人
形
を

使
っ
た
乳
幼
児
向
け
の
お
話
な
ど

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

市
立
図
書
館

 

（
☎
85
4
3
2
4
）

縄
文
焼
き
な
ど

費 

用　

体
験
内
容
に
よ
り
有
料

問
い
合
わ
せ　

カ
ン
ト
・
レ
ラ

 

（
☎
84
2
0
6
9
）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

〜
え
ほ
ん
の
へ
や
の
お
は
な
し
会
〜

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

〜
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
〜

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

〜
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
〜

わ
ら
べ
う
た
講
座

休
館
情
報

図
書
館
ツ
ア
ー
と
利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

日
時　

10
月
11
日
㈯
8
時
〜
15
時

場
所　

カ
ン
ト
・
レ
ラ

対 

象　

た
た
ら
製
鉄
操
業
へ
の
参
加

は
小
学
生
以
上
、
鉄
の
鍛
錬
体
験

へ
の
参
加
は
5
歳
以
上

内 

容　

日
本
古
来
の
製
鉄
法
で
あ
る

砂
鉄
と
木
炭
で
和
鉄
を
造
り
ま
す

問 

い
合
わ
せ　

室
蘭
登
別
た
た
ら
の

会
・
石
崎
さ
ん
（
☎
85
1
1
7
9
）

日
時　

10
月
4
日
㈯
10
時
〜
15
時

場
所　

カ
ン
ト
・
レ
ラ

内 

容　

黒
曜
石
の
ナ
イ
フ
作
り
（
要

申
し
込
み
）
、
火
お
こ
し
体
験
、

小
た
た
ら
吹
き
製
鉄
と
鉄
の
鍛
錬

第
7
回
登
別
縄
文
ど
き
ど
き
ま
つ
り

日 

時
・
場
所　

10
月
11
日
㈯
15
時
・

室
蘭
工
業
大
学

問 

い
合
わ
せ　

室
蘭
工
業
大
学
総
務

Ｇ
（
☎
46
5
0
2
8
）

第
29
回
蘭
岳
コ
ン
サ
ー
ト
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藻
も

谷
たに

浩
こう

介
すけ

さん　講演会
－これからの登別のまちづくりに求められること－
日時　11月 9 日㈰14時～16時
　　　（受付13時30分～）
場所　ホテル平安　
ベストセラーとなった『デフレの正体』、
『里山資本主義』などの著者である藻谷浩介
さんを講師に迎え、登別市の今後の人口減少
と少子高齢化の現実を共有し、今後のまちづ
くりや経済活動のあり方について講演してい
ただきます。

定員　100人（申し込み順）
費用　500円（当日持参）
申 し込み　10月24日㈮までに川田さん（☎090‒
1647‒4449、Ｅメール：nobo

　machi.kai@gmail.com）



日 

時　

10
月
14
日
㈫
・
15
日
㈬
10
時

〜
17
時
（
15
日
は
16
時
ま
で
）

内 

容　

市
内
参
加
校
入
賞
作
品
の
展

示
と
ミ
ニ
花
展
の
開
催

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 
い
合
わ
せ　

同
実
行
委
員
会
・
坂

上
さ
ん
（
☎
85
1
2
1
6
）

日
時　

10
月
13
日
㈪
14
時
〜
16
時

場
所　

市
民
会
館

内 

容　

世
界
に
広
が
る
栄
養
不
良
、

飢
餓
、
貧
困
を
解
決
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
世
界
食
料
デ
ー
の
啓

発
や
現
地
報
告
、
中
学
生
に
よ
る

合
唱
、
琴
演
奏
な
ど

問 

い
合
わ
せ　

同
実
行
委
員
会
・
高

橋
さ
ん
（
☎
85
3
5
6
2
）

ミ
ニ
花
展
と

 

Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
児
童
作
品
展

第
23
回
世
界
食
料
デ
ー
登
別
大
会

巡回日のお知らせ　10月～平成27年 3 月

移動図書館

こぐま号

こぐま号を利用する方へ
○ 図書は１人につき10冊まで借りられます
○ 借りた図書は、次の巡回日にお返しください
○ 図書の返却は、市立図書館・各配本所でも受け
付けます

○ 悪天候の日は、巡回を中止することがあります
○ 市立図書館の図書も借りられますので、こぐま
号に備え付けの予約票または電話で市立図書館
（☎85 4 3 2 4 ）へお申し込みください

日
時　

10
月
11
日
㈯
14
時
〜
16
時

内 

容　

映
画
音
楽
や
ジ
ャ
ズ
を
レ

コ
ー
ド
で
楽
し
み
ま
す

定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

500
円
（
ケ
ー
キ
セ
ッ
ト
代
）

申 

し
込
み　

10
月
9
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

日 

時　

10
月
13
日
㈪
9
時
30
分
〜
13

時
場
所　

札
内
高
原
館

内 

容　

地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
使
っ
て

野
山
に
設
け
た
地
点
を
探
し
ま
す

申 

し
込
み　

10
月
6
日
㈪
ま
で
に
同

大
会
実
行
委
員
会
・
佐
藤
さ
ん

（
☎
85
3
8
7
5
）

市
民
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

展 

示
日
時　

10
月
16
日
㈭
〜
19
日
㈰

10
時
〜
17
時
（
19
日
は
16
時
ま
で
）

※ 

19
日
㈰
13
時
か
ら
表
彰
式
、
作
品　

講
評
、
茶
話
会
（
参
加
料
500
円
）

を
行
い
ま
す
。

場
所　

鷲
別
公
民
館

対
象　

高
校
生
以
上
の
方

作 

品
種
別　

油
彩
・
水
彩
・
日
本
画
・

パ
ス
テ
ル
画
・
工
芸
（
陶
芸
・
葉

彩
画
）

作
品
数　

１
人
2
点
ま
で

出
品
料　

１
千
500
円
（
学
生
500
円
）

出 

品
受
け
付
け　

10
月
13
日
㈪
12
時

〜
16
時

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

い
合
わ
せ　

登
別
美
術
協
会
・
干

谷
さ
ん
（
☎
88
1
2
4
6
）

登
別
美
術
協
会
公
募
展　

作
品
募
集

月/日 ステーション名 時　間 月/日 ステーション名 時　間

10/1､10/15､11/5
11/19､12/3､12/17
1/7､1/21
2/4､2/18
3/4､3/18

（第１・第 3水曜日）

富岸青少年会館 10:45～11:45
10/8､10/22､11/12
11/26､12/10､12/24
1/14､1/28､2/25
3/11､3/25

（第 2・第 4水曜日）

アンデルセンの丘 11:30～12:00
美園町 6丁目32　星さん宅前 13:10～13:40 白菊幼稚園前 13:55～14:25
美園町 5丁目東橋横 13:50～14:10 桜木団地 14:30～15:00
まいどどーもです前 14:20～14:50 かえで公園 15:05～15:25
グループホームあいあい向かい駐車場 15:00～15:30 幌別西団地 15:30～16:00
いなほ公園 15:40～16:10

10/2､10/16
11/6､11/20

12/4､12/18､1/15
2/5､2/19
3/5､3/19

（第１・第 3木曜日）

新生団地 10:15～10:45
10/9､10/23､11/13
11/27､12/11､12/25
1/8､1/22､2/12
2/26､3/12､3/26

（第 2・第 4木曜日）

幌別東団地 10:40～11:00
特養わかくさ前（旧若草幼稚園） 10:55～11:30 すずらん公園 11:10～11:40
イーストショップ 11:40～12:00 旧登別保育所 13:45～14:15
若草町 3丁目20　塚田さん宅前 13:50～14:20 汐見坂バス停横 14:25～15:00
武田商店前 14:30～15:10 登別東町団地前 15:10～15:50
伊岐見商店前 15:20～16:00

10/3､10/17､11/7
11/21､12/5､12/19
1/16､2/6､2/20
3/6､3/20

（第１・第 3金曜日）

楡の木公園 10:10～10:40 10/10､10/24､11/14
11/28､12/12､12/26
1/9､1/23､2/13､2/27

3/13､3/27
（第 2・第 4金曜日）

登別児童館 11:30～12:00
栄町１丁目広場 10:50～11:20 相原商店前 13:55～14:35
登別西団地 13:45～14:15 芙蓉の家 14:45～15:15
恵和園 14:25～14:55 富浦児童館 15:30～16:00
リリー文化幼稚園前 15:05～15:40

10/4､10/18
11/1､11/15
12/6､12/20
1/17
2/7､2/21
3/7

（第１・第 3土曜日）

特養わかくさ前（旧若草幼稚園） 10:10～10:40

10/11､10/25､11/8
11/22､12/13､12/27
1/10､1/24
2/14､2/28
3/14､3/28

（第 2・第 4土曜日）

オロフレ荘前 10:25～10:55
武田商店前 10:50～11:20 禅林寺駐車場 11:25～11:55
伊岐見商店前 11:30～12:00 サンクス中登別店前 13:20～13:40
あかしや団地 13:10～13:40 登別東町団地前 13:55～14:30
若山の家裏 13:50～14:30 登別公民館 14:40～15:10
汐平広場 14:40～15:05 桜木広場 15:40～16:00
富浜広場 15:15～15:35
富浜児童館 15:40～16:00
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橘湖の自然探勝会　参加者募集

9
）

定
員　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

300
円

申 

し
込
み　

10
月
8
日
㈬
か
ら
18
日

㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎
88
1

3
3
9
）

8
9
7
）

夕
食
の
お
か
ず
と
酒
の
さ
か
な
を

作
り
ま
す

定
員　

6
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

１
千
500
円

申 

し
込
み　

10
月
16
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

日
時　

10
月
18
日
㈯
10
時
〜
12
時

場
所　

登
別
温
泉
地
獄
谷
入
口

定
員　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

500
円
（
日
帰
り
入
浴
券
含
む
）

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
タ
オ

ル
申 

し
込
み　

10
月
１
日
㈬
か
ら
10
日

㈮
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

日 

時　

10
月
18
日
㈯
13
時
30
分
〜
15

時
30
分

場 

所　

胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画
セ

ン
タ
ー

内
容　

毎
日
を
元
気
に
過
ご
す
お
話

問 

い
合
わ
せ　

同
セ
ン
タ
ー
利
用
者

連
絡
会
・
今
野
さ
ん
（
☎
090

－
1

3
0
0

－

2
1
9
3
）

日
時　

10
月
24
日
㈮
10
時
〜
13
時

場
所　

し
ん
た
21

内 

容　

地
場
の
材
料
を
使
い
、
ヘ
ル

シ
ー
料
理
4
品
を
作
り
ま
す

定
員　

25
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

600
円

申 

し
込
み　

10
月
20
日
㈪
ま
で
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
花
つ
な
の
会
・
安
達

さ
ん
（
☎
85
7
8
4
5
）

日
時　

10
月
25
日
㈯
14
時
〜
16
時

場
所　

と
も
か
な

内 

容　

介
護
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
の

思
い
や
悩
み
を
気
軽
に
話
し
合
い

ま
す

定
員　

6
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

250
円
（
茶
菓
子
付
き
）

申 

し
込
み　

10
月
23
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

日
時　

10
月
18
日
㈯
15
時
〜
17
時

場
所　

と
も
か
な

対
象　

男
性

内 

容　

料
理
の
基
本
を
学
び
な
が
ら
、

日
時　

10
月
19
日
㈰
7
時

場 

所　

岡
志
別
の
森
運
動
公
園
駐
車

場
内 

容　

胆
振
最
高
峰
の
ホ
ロ
ホ
ロ
山

を
徳と

く

瞬し
ゅ
ん

瞥べ
つ

岳
か
ら
登
り
ま
す

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

4
千
500
円

持 

ち
物　

秋
山
登
山
の
標
準
装
備
、

雨
具
、
飲
み
物
、
昼
食

申 

し
込
み　

10
月
10
日
㈮
ま
で
に
登

別
山
岳
会
・
藤
木
さ
ん
（
☎
85
5

日
時　

10
月
26
日
㈰
10
時
〜
16
時

場
所　

カ
ル
ル
ス
温
泉
駐
車
場

対
象　

18
歳
以
上
の
方

定
員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

１
千
500
円

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
・
靴
、

飲
み
物
、
昼
食
、
帽
子
、
防
寒
具

申 

し
込
み　

10
月
24
日
㈮
ま
で
に

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
（
☎
85
2
5
6

秋
の
温
泉
散
策
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

講
演
会　
〜
人
生
今
が
旬
〜

ヘ
ル
シ
ー
料
理
教
室

元
気
に
介
護
の
会

男
の
料
理
教
室

秋
の
市
民
登
山
会

秘
境
・
秋
の
橘
湖
ハ
イ
キ
ン
グ

　健康増進を兼ねた、錦秋の紅葉を楽しむ
橘湖自然探勝会を開催します。
▶日時　10月11日㈯ 9時～13時（小雨決行）
▶ 集合場所　登別温泉地獄谷駐車場（駐車
場料金410円）
▶ 対象　山道で約 4時間のトレッキングが
できる健脚な方

▶ 持ち物　昼食、飲み物、タオル、手袋、
雨具、トレッキングシューズ
▶ 参加料　無料（当日限りのカルルス温泉
オロフレ荘日帰り入浴券を進呈）
▶ コース：地獄谷～日和山～橘湖～カルル
ス温泉（約 8㌔㍍）
※ 14時にカルルス温泉発で、出発地の地獄
谷まで送迎します。
▶定員　20人（申し込み順）
▶ 申し込み　10月 1 日㈬から 8日㈬までに
（一財）自然公園財団登別支部（☎84 3
1 4 1 ）

日
時　

10
月
17
日
㈮
10
時
〜
12
時

場
所　

市
民
会
館

内 

容　

初
心
者
か
ら
上
級
者
に
合
わ

せ
て
、
ネ
ッ
ク
レ
ス
、
ス
ト
ラ
ッ

プ
、
リ
ン
グ
の
作
り
方
を
習
い
ま

す
定
員　

10
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

１
千
500
円
〜
2
千
円

申 

し
込
み　

10
月
10
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88

1
1
1
6
）

日
時　

10
月
25
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
象　

18
歳
以
上
の
方

内 

容　

ち
り
め
ん
を
使
っ
て
2
種
類

の
袱ふ

く

紗さ

を
作
り
ま
す

日 

時　

10
月
28
日
〜
11
月
13
日
の
毎

週
火
・
木
曜
日
18
時
〜
20
時
（
全

6
回
）

場
所　

市
民
会
館

対
象　

女
性

内 

容　

6
回
の
コ
ー
ス
で
基
本
を
学

び
ま
す

定
員　

12
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

2
千
円

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申 

し
込
み　

10
月
17
日
㈮
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
（
☎
88

1
1
1
6
）

ビ
ー
ズ
ア
ク
セ
サ
リ
ー
教
室

布
で
手
作
り
！
体
験
学
習

健
康
ま
ー
じ
ゃ
ん
教
室
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鷲
別
公
民
館
ほ
か

販
売
開
始
日　

10
月
10
日
㈮
〜

出 

演
者　

草く
さ

刈か
り

正ま
さ

雄お

、
川か

わ

島し
ま

な
お
美み

、

吉よ
し

田だ

要よ
う

士じ

ほ
か

問  

い
合
わ
せ　

伊
達
市
教
育
委
員
会

生
涯
学
習
推
進
課
（
☎
0
1
4
2

㉓
3
3
3
1
）

館
（
☎
85
5
5
5
2
）

問 

い
合
わ
せ　

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振

興
財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

平
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

内 

容　

ビ
ー
ズ
・
布
小
物
・
レ
ー
ス
・

編
み
物
な
ど
を
出
品

問
い
合
わ
せ　

鈴
木
さ
ん

 

（
☎
55
2
7
2
2
）

日 

時　

12
月
16
日
㈫
18
時
30
分
（
開

場
18
時
〜
）

場 

所　

だ
て
歴
史
の
杜も

り

カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

入 

場
料　

全
席
指
定
前
売
券
・
3
千

円
（
高
校
生
以
下
１
千
円
）

※
当
日
券
は
500
円
増
額
。

※ 

4
歳
未
満
の
お
子
様
の
入
場
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

チ 

ケ
ッ
ト
販
売
場
所　

市
民
会
館
、

日 

時　

11
月
5
日
㈬
〜
7
日
㈮
10
時

〜
16
時
（
7
日
は
15
時
ま
で
）

場 

所　

住
ま
い
の
ウ
チ
イ
ケ
・
八
丁

月
日　

11
月
１
日
㈯

対
象

• 

3
歳
〜
4
歳
の
部
：
9
時
30
分
〜

10
時
30
分

• 

5
歳
〜
6
歳
の
部
：
11
時
〜
12
時

場
所　

総
合
体
育
館

定
員　

各
20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

500
円

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内

用
運
動
靴
、
ボ
ー
ル

申 

し
込
み　

10
月
１
日
㈬
か
ら
24
日

㈮
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

日 

時　

11
月
9
日
㈰
9
時
〜
（
受
付

8
時
30
分
〜
）

場
所　

総
合
体
育
館

内
容　

混
合
ダ
ブ
ル
ス
・
リ
ー
グ
戦

※ 

ペ
ア
組
み
合
わ
せ
は
主
催
者
が
行

い
ま
す
。

費
用　

600
円

申 

し
込
み　

総
合
体
育
館
ま
た
は
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
に
備
え

付
け
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
参
加
料
を
添
え
て
10
月
7
日

㈫
か
ら
24
日
㈮
ま
で
に
総
合
体
育

日 

時　

11
月
12
日
〜
12
月
4
日
の
毎

週
水
・
木
曜
日
10
時
〜
12
時
（
全

8
回
）

場
所　

総
合
体
育
館

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

2
千
500
円

持 

ち
物　

動
き
や
す
い
服
装
、
室
内

用
運
動
靴
、
ラ
ケ
ッ
ト
（
貸
し
出

し
可
）

申 

し
込
み　

10
月
１
日
㈬
か
ら
24
日

㈮
ま
で
に
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

財
団
（
☎
88
1
1
1
6
）

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

『
ク
リ
ス
マ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
』

第
6
回　

ハ
ン
ド
メ
イ
ド
展

キ
ッ
ズ
サ
ッ
カ
ー
教
室

市
民
ス
ポ
ン
ジ
テ
ニ
ス
大
会

初
心
者
卓
球
教
室

パッチワークサークル『花もめん』
　古い着物や服を再利用し、バッグやクッ
ションなどを作ります。新しい仲間や趣味
の世界を作ってみませんか。
▶日時　毎週木曜日 9時～13時
▶場所　市民会館婦人サークル室
▶費用　月額1,500円（入会金500円）
▶申し込み　大山さん（☎85 4 5 7 4 ）

会 員 募 集 日
時　

11
月
9
日
㈰
10
時
〜
12
時

対
象　

小
学
生
以
上

内 

容　

竹
で
動
く
お
も
ち
ゃ
を
製
作

定
員　

20
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

300
円

申 

し
込
み　

10
月
17
日
㈮
か
ら
11
月

１
日
㈯
ま
で
に
郷
土
資
料
館
（
☎

88
1
3
3
9
）

日 

時　

10
月
28
日
㈫
13
時
〜
31
日
㈮

12
時

場
所　

市
民
会
館

内 

容　

市
民
会
館
を
中
心
に
活
動
す

る
団
体
の
作
品
展
示
会
や
紹
介

問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
Ｇ

 

（
☎
88
1
1
2
9
）

日
時　

11
月
8
日
㈯
10
時
〜
13
時

内 

容　

乳
製
品
を
使
っ
た
料
理
を
5

品
作
り
ま
す

定
員　

40
人
（
申
し
込
み
順
）

費
用　

500
円

持 

ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆

記
用
具

申 

し
込
み　

11
月
4
日
㈫
ま
で
に
登

別
消
費
者
協
会
（
☎
85
8
3
0
7
）

『
竹
細
工
』
の
体
験
学
習

市
民
会
館
サ
ー
ク
ル
展

第
2
回
食
の
安
全
・
安
心
セ
ミ
ナ
ー
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市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ

日時　10月28日㈫10時～12時
内容　いろいろな葉で絵を描きます
定員　10人（申し込み順）
費用　１千円（材料代）
持ち物　はさみ、おしぼり
申 し込み　10月24日㈮までに市民活動センター
（☎83 6 8 6 6 ）

日時　10月23日㈭19時～20時30分
内容　デジタルカメラの基本
定員　15人（申し込み順）
※はじめての方を優先します。
費用　500円
持ち物　デジタルカメラ、ノート、筆記用具
申 し込み　10月20日㈪までに市民活動センター
（☎83 6 8 6 6 ）

日時　10月22日㈬10時～12時
内容　楷書や行書を学びます
定員　15人（申し込み順）
持 ち物　すずり、墨液、筆（大・小）、文鎮、下
敷き、半紙、新聞紙
申 し込み　10月17日㈮までに市民活動センター
（☎83 6 8 6 6 ）

日時　10月18日㈯10時～　
　12時
内容　粘土で花瓶などを
　作ります
定員　20人（申し込み順）
費用　１千円（粘土代など）
持ち物　手ぬぐい
申 し込み　10月15日㈬までに市民活動センター
（☎83 6 8 6 6 ）

日時　10月27日㈪13時30分～15時30分
内容　楽しく粋な江戸芸を踊ります
定員　15人（申し込み順）
持ち物　動きやすい服装、日本手ぬぐい
申 し込み　10月24日㈮までに市民活動センター
（☎83 6 8 6 6 ）

日時　10月 8 日㈬10時～12時
内容　野ぶどうのリースに飾り付けをします
定員　12人（申し込み順）
費用　800円
問い合わせ　菊地さん（☎85 7 8 3 3 ）

月日　10月14日㈫～19日㈰
※魚拓体験会は19日㈰10時～15時。
内容　カラー魚拓と木工の展示です
問い合わせ　齋藤さん（☎86 1 4 9 3 ）

月 日　10月21日㈫
～23日㈭

問 い合わせ　黒澤
さん（☎85 1 4
7 4 ）

月日　10月25日㈯～31日㈮
問い合わせ　中里さん（☎85 5 1 7 6 ）

日時　10月24日㈮19時～20時30分
内容　計算式、印刷について
定員　10人（申し込み順）
※受講経験のある方を優先します。
費用・持ち物　500円・パソコン
申 し込み　10月21日㈫までに市民活動センター
（☎83 6 8 6 6 ）

月日　10月 4 日㈯～10日㈮
内 容　洋服、着
物、バッグ、
ブローチなど
を展示します

問 い合わせ　同
サークル・尾
野さん（☎85 0 2 7 7 ）

のぼりん文化講座

のぼりんナイトカルチャー

のぼりん展示コーナー

葉画教室

初心者向けデジタルカメラ教室
第１回（全 3回開催）

初心者書道教室

陶芸教室

かっぽれ

秋色リース作り体験会
～布に親しむ会とのコラボレーション～

二人会作品展

豆盆栽クラブ作品展

書道同好会　楽伸会作品展

パソコン教室　第 6回（全 6回開催）

布に親しむ会　
のぼりん・若草教室合同展示会
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◎ 

体
育
祭

　

9
月
11
日
㈭
・
12
日
㈮
の
2
日

間
、
体
育
祭
を
行
い
ま
し
た
。

　

体
育
祭
で
は
、
毎
年
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
や
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

卓
球
、
サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
チ
ー
ム

に
分
か
れ
、
各
学
科
対
抗
の
試
合

を
行
い
ま
す
。

　

普
段
は
体
育

の
授
業
が
な
い

学
科
の
学
生
や

教
員
も
、
体
育

祭
で
は
健
康
的

に
体
を
動
か
し
、

さ
わ
や
か
な
汗

を
流
し
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
10
月
１
日
㈬
か
ら
願

書
の
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。

　

春
に
は
、
た
く
さ
ん
の
新
入
生

と
出
会
え
る
こ
と
を
教
職
員
一
同

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
体
験
入
学

• 

4
日
㈯
・
25
日
㈯

　

11
時
30
分
〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 

（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

ふぉれすと鉱山に遊びに行こうに遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎85 2 5 6 9

日 時　10月１日から11月 5 日までの毎週水曜日
　　　10時～12時
対象　未就園児とその保護者
内 容　外へ出て活動します。雨天時は屋内で活動
します
費用　１組300円（１人増えるごとに100円）
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物、昼食
※当日、直接会場へお越しください。

日時　11月 3 日㈪10時～12時
内容　地域の環境保全について考えます
費用　200円
持ち物　野外で活動できる服装

日 時　10月11日㈯～13日㈪ 9時～17時（13日は15
時まで）
内 容　たくさんの木のおもちゃで遊びます
※直接会場にお越しください。

日時　10月18日㈯10時～12時
※小学生以下は保護者同伴。
内 容　紅葉に染まる川辺のフットパスを散策しま
す
定員　15人（申し込み順）
費用　200円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物

日時　10月30日㈭10時～12時
対象　18歳以上の方
内容　紅葉スポットを探しに出掛けます
費用　300円
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物
申し込み　10月29日㈬までにふぉれすと鉱山

施設メンテナンスのため、10月28日㈫は
臨時休館します

日時　10月25日㈯10時～12時
内容　里山を歩いて種を集めます
定員　30人（申し込み順）
費用　200円（18歳以下100円）
持ち物　野外で活動できる服装、飲み物、昼食

日時　10月19日㈰13時～14時30分
内容　秋の紅葉を見ながらお茶をいただきます
定員　30人（申し込み順）
費用　200円（18歳以下無料）

日時　10月19日㈰ 8時30分～15時
対象　18歳以上の方
内 容　来馬岳からオロフレ峠までのんびり縦走し
ます

定員　14人（申し込み順）
費用　１千円
持ち物　登山に適した服装・靴、飲み物、昼食

森のちょこっと子育てひろば

環境保全フォーラム

木と森のあそび場

森からつながる環境保全

ガイドウォーク
私の好きな紅葉スポット

臨時休館のお知らせ

里山づくりの日

秋の野点

秋のよくばり登山会
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 市立図書館では、毎月購入している本の全リス
トを差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 申し込み・問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

※申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）
●ひな人形（ 7 段）●ワープロ●パソコン●１人掛け椅子（ 5 脚）
●洋裁用ボディ（Ｍ）●学習机（木製）●日本人形（ガラスケース入
り・高さ50㌢㍍）●日本人形（ガラスケース入り・高さ40㌢㍍）●ジ
ューサー●ポータブルトイレ（大人用）●鏡台（引き出し付き・110
×65×35㌢㍍）●テレビ台（50×41×115㌢㍍）●スチール製脚立
（23×47×88㌢㍍）●学生用革靴（28㌢㍍）●布製陸上競技用靴
（26.5㌢㍍）●スパイクタイヤ（185‒70SR14・ホイール付き）●二
槽式洗濯機●革靴（黒色、24.5㌢㍍、 3足）●和服用雨草履（ 2足）
●囲碁セット●将棋セット●スピーカー（39×27×26㌢㍍）●歩くス
キーセット（靴25㌢㍍、青）●クリアファイル（Ａ 4サイズ、60枚つ
づり、 6冊）

ゆずってください（買います）
●自在かぎ●クラシック音楽オルゴール●男子用靴（黒、21・22㌢㍍）
●男子用ワイシャツとネクタイ（身長120～130㌢㍍）●切手アルバム
●ぶら下がり健康器●婦人用自転車（26㌅）●鉄瓶

明日の子供たち

かえってきたへんしんトンネル

有
あり

川
かわ

　　浩
ひろ

 著

あきやま ただし 作・絵

　やる気は人一倍の新任職員、
理論派の熱血ベテラン、“問題
のない”16歳、大人びた17歳…。
児童養護施設を舞台に、仕事の
壁、将来の夢、恋の行方などを
描く。

　『へんしんトンネル』をくぐ
ると、なぜかみんな変身しちゃ
うんです。声に出して読んでみ
ると、いろんなものが変身して
しまう、不思議なことばあそび
絵本。

◇流転の歌人柳原白蓮 馬
ば

場
ば

あき子
こ

 ほか 著
◇平蔵狩り 逢

おう

坂
さか

　　剛
ごう

 著
◇闇に香る噓 下

しも

村
むら

　敦
あつ

史
し

 著

◇ぼくらのコブラ記念日 宗
そう

田
だ

　　理
おさむ

 作
◇勇者ライと３つの扉（1）金の扉 エミリー・ロッダ 著
◇いえでをしたくなったので リーゼル・モーク・スコーペン 著

調
理
器
具
や
給
湯
器
な
ど
ガ
ス

器
具
の
大
手
メ
ー
カ
ー
・
パ
ロ
マ

の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る
パ
ロ
マ

工
業
北
海
道
工
場
は
、
平
成
5
年

に
栄
町
で
操
業
を
始
め
ま
し
た
。

「
こ
の
工
場
は
、
パ
ロ
マ
グ

ル
ー
プ
が
製
造
す
る
ガ
ス
器
具
の

電
子
基
板
や
リ
モ
コ
ン
部
分
を
製

造
し
て
お
り
、
こ
こ
で
作
ら
れ
た

部
品
が
全
国
で
、
ひ
い
て
は
海
外

で
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
」
と
話
す

の
は
、
昨
年
4
月
に
新
工
場
長
と

し
て
着
任
し
た
大お

お

原は
ら

玄げ
ん

さ
ん
。

製
造
に
当
た
っ
て
は
微
小
な
部

品
を
多
く
扱
い
、
き
め
細
や
か
さ

が
求
め
ら
れ
る
組
み
立
て
作
業
で

は
、
従
業
員
約
120
人
の
う
ち
8
割

以
上
を
占
め
る
女
性
が
活
躍
。
製

品
の
不
良
解
析
な
ど
の
専
門
分
野

で
活
躍
す
る
の
も
、
多
く
は
女
性

で
す
。
大
原
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
に

よ
り
快
適
な
環
境
で
働
い
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
て
い

き
た
い
で
す
」
と
力
を
込
め
ま
す
。

ま
た
、
同
工
場
で
は
小
学
生
の

社
会
科
見
学
を
長
年
に
わ
た
り
実

施
し
て
い
ま
す
。
「
工
場
に
は
、

見
学
す
る
方
の
た
め
の
説
明
な
ど

を
表
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
少

人
数
の
グ
ル
ー
プ
も
受
け
付
け
た

い
で
す
」
と
、
大
原
さ
ん
は
見
学

の
受
け
入
れ
に
意
欲
を
見
せ
ま
す
。

工
場
で
働
く
地
元
の
人
や
、
見

学
の
実
施
を
通
じ
て
の
地
域
貢
献

を
大
切
に
考
え
な
が
ら
、
工
場
は

今
日
も
稼
働
し
て
い
ま
す
。

【沿革】
平成 3年　創業
平成 5年　株式会社パロマ工業北海道工場設

立
【株式会社パロマ工業北海道工場】
所 在 地　栄町１丁目15－ 3
電話番号　87１８２０
事業内容　ガス器具部品の製造

 企業編⑱　㈱パロマ工業北海道工場
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

津
波
避
難
計
画
研
修
会

住
宅
敷
地
の
前
で
夏
祭
り

公
園
は
交
流
と
親
睦
の
場

ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
で
親
睦
を
深
め
る

　

新
生
地
区
連
合
町
内
会
は
、
市
と

協
働
で
、
町
内
会
・
町
会
・
自
治
会

ご
と
の
高
台
避
難
場
所
ま
で
の
経
路

の
地
図
を
作
成
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

実
際
に
経
路
を
歩
き
、
避
難
場
所
ま

で
の
距
離
と
時
間
、
危
険
箇
所
を
地

図
に
書
き
込
み
、
避
難
時
に
注
意
を

要
す
る
場
所
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
を
機
に
、
来
年
度
は

地
区
連
合
町
内
会
全
体
で
、
避
難
訓

練
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

望
洋
団
地
町
内
会
は
、
毎
年
8
月

15
日
に
『
望
洋
団
地
祭
り
』
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

流
し
そ
う
め
ん
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ

ー
、
太
鼓
演
奏
、
野
菜
や
果
物
が
当

た
る
抽
選
会
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

催
し
に
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

お
祭
り
に
は
里
帰
り
を
し
た
子
ど

も
た
ち
も
参
加
し
、
盆
踊
り
や
花
火

大
会
で
世
代
間
交
流
を
楽
し
み
、
夏

の
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　

町
内
に
あ
る
『
な
か
よ
し
公
園
』

は
、
町
内
会
夏
ま
つ
り
や
ラ
ジ
オ
体

操
会
、
盆
踊
り
な
ど
の
会
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
昼
間
は
若
い
お
母
さ
ん

た
ち
の
子
育
て
や
憩
い
の
場
に
も
な

り
、
学
校
が
終
わ
っ
た
こ
ろ
に
は
元

気
な
子
ど
も
た
ち
の
声
が
響
き
ま
す
。

　

こ
の
公
園
の
草
刈
り
な
ど
の
維
持

管
理
は
、
会
員
が
計
画
的
に
行
っ
て

お
り
、
公
園
で
の
温
か
い
心
の
交
流

を
支
え
て
い
ま
す
。

　

岡
志
別
の
森
運
動
公
園
で
、
町
内

会
恒
例
行
事
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
強
い
日
差
し
に
も
負
け

ず
、
シ
ョ
ッ
ト
に
一
喜
一
優
し
な
が

ら
36
ホ
ー
ル
に
挑
戦
。
今
大
会
で
は

男
女
各
１
人
が
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を

達
成
し
、
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　

競
技
終
了
後
も
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

談
義
を
通
し
て
、
会
員
が
交
流
を
深

め
ま
し
た
。

新
生
地
区
連
合
町
内
会

 

会
長　

水み
ず

口ぐ
ち　

　

清き
よ
し　

　

望
洋
団
地
町
内
会

 

会
長　

鈴す
ず

木き　

尚ひ
さ

美み　
　

新
生
北
町
内
会

 

会
長　

小こ

林ば
や
し　

良よ
し

郷さ
と　

　

南
千
歳
町
内
会

 

会
長　

畠は
た
け

山や
ま　

重し
げ

信の
ぶ　
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　伊達市自慢の地場産品を素材にし
て、市内の各店舗がこの期間のため
にオリジナルメニューを開発しまし
た。
　皆さんに実り豊かな伊達の『秋』
をお届けします。豚肉やかぼちゃ、
じゃがいもなど、おいしくて安全な、
伊達の自然を生かした素材の味を楽
しみませんか。
▶月日　10月10日㈮～19日㈰
※時間は、各店舗の営業時間内
▶問い合わせ　伊達商工会議所
 （☎ 0 1 4 2 ㉓ 2 2 2 2 ）

民族共生の世界へ
松浦武四郎とその時代展 秋の伊達美食コレクション

　アイヌ民族博物館と松浦武四郎記
念館（三重県松阪市）は、10月に姉
妹博物館締結をします。特別展『民
族共生の世界へ　松浦武四郎とその
時代展』を開き、武四郎が蝦夷地に
渡って150年を超えた歴史的なつな
がりを再確認します。
▶日時　10月25日㈯～11月30日㈰
▶場所　アイヌ民族博物館
▶ 内容　武四郎自筆の古絵図や調査
日誌・蝦夷地図など約50点
▶問い合わせ　アイヌ民族博物館
 （☎ 0 1 4 4 82 3 9 1 4 ）

さかなの港町同窓会

　『サケのぼう引き』や『サケのつ
かみどり』、新鮮な山海の幸を販売
する『ふれあい朝市』など、今年も
漁港で秋の味覚を満喫できます。
▶日時　10月 5 日㈰ 9時～
▶場所　追直漁港、Ｍランド
▶ 内容　ふれあい朝市、サケのぼう
引き、サケのつかみどり、サケ鍋
や魚介類の炭火焼きなどの露店
※ 天候や漁の状況によって、内容を
一部変更する場合があります。
▶問い合わせ　室蘭市農水産課
 （☎㉒ 1 1 1 8 ）

●日時　10月29日㈬　 9時～16時
※雨天決行。
見学場所　　　　　　　
　キウシト湿原
　クリンクルセンター
　太陽光発電所（札内町）
　幌別ダム
バス乗車時間
　 9時　　　婦人センター
　 9時20分　市役所
　 9時40分　鷲別公民館
●定員　25人（定員を超え
　た場合は抽選）
●持ち物　動きやすい服装・靴、昼食、飲み物
● 申し込み　10月17日㈮までに企画調整グルー
プ（☎85６５８６）

『市民見学会』は、市内の施設を見学し、
登別市のまちづくりの様子を市民の皆さん
により知っていただくため、毎年開催して
います。ことしは、これまで市民見学会で
は行ったことのない、幌別ダムの見学も予
定しています。
※ 幌別ダム見学は雨天時は中止となります。

【一斉学校公開日『土曜授業・ふれあいＤ
デ イ

ＡＹ』】
•10月31日㈮　鷲別中学校
•11月１日㈯　幌別東・若草各小学校、緑陽中学校
•11月 4 日㈫　鷲別小学校
•11月 8 日㈯　幌別・幌別西・登別・青葉・富岸各

小学校、幌別・登別・西陵各中学校
※各日 9時30分～14時30分(土曜日は11時30分まで)。

▶持ち物　上履き
※ 当日、参観を希望する小・中学校に直接お越しく
ださい。

【中学校吹奏楽部定期演奏会】
（開場13時30分　開演14時）
•10月19日㈰　
　緑陽中学校（入場無料）
•11月 2 日㈰　
　登別中学校（入場無料）
• 10月26日㈰　
　幌別中学校（プログラム
　引換料400円）
▶場所　市民会館

【特別支援学級作品展】10月24日㈮～30日㈭
▶場所　市民会館

問い合わせ　学校教育グループ（☎88１１６２）

市民見学会を

　　開催します

10月27日10月27日月～11月8日～11月8日土

教育ふれあいウィーク教育ふれあいウィーク
どなたでも参観できますので、ぜひお越しください。

▲ キウシト湿原の見学
の様子

▲ クリンクルセンター
の見学の様子
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